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は
じ
め
に

　

詩
人
は
、
様
々
な
自
然
の
景
物
に
対
し
た
と
き
、
思
い
を
巡
ら
せ
た
り
、
物

思
い
を
始
め
た
り
し
て
詩
を
詠
む
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
自
然
の
景
物
の
一
つ

に
「
雨
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
で
あ
る
蘇
軾
（
字
は
子
瞻
、

号
は
東
坡
居
士
、
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
が
、
弟
の
蘇
轍
（
字
は
子
由
、
号

は
潁
濱
遺
老
、
一
〇
三
九
～
一
一
一
二
）
と
の
間
で
生
涯
を
通
じ
て
「
夜
雨
對
牀
」

の
詩
を
応
酬
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
そ
の
端
緒
に
つ
い
て
は
、
蘇
轍
「
逍

遙
堂
會
宿
二
首
」
の
序
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

轍
幼
從
子
瞻
讀
書
、
未
嘗
一
日
相
舍
。
既
壯
、
將
遊
宦
四
方
、
讀
韋
蘇
州
詩
、

至
「
安
知
風
雨
夜
、
復
此
對
床
眠
」
、
惻
然
感
之
、
乃
相
約
早
退
、
爲
閑

居
之
樂
。
故
子
瞻
始
爲
鳳
翔
幕
府
、
留
詩
爲
別
、
曰
「
夜
雨
何
時
聽
蕭
瑟
」
。

　
　

�

轍 

幼
き
と
き
子
瞻
に
従
ひ
て
読
書
し
、
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
相
ひ
舍お

か
ず
。
既
に
壮
な
り
て
、
将
に
四
方
に
遊
宦
せ
ん
と
す
る
に
、
韋
蘇
州
の

詩
を
読
み
て
、
「
安
ん
ぞ
知
ら
ん 

風
雨
の
夜
、
復
た
此
に
対
床
し
て
眠
る

を
」
に
至
り
、
惻
然
と
し
て
之
に
感
じ
、
乃
ち
早
に
退
き
て
、
閑
居
の
楽

を
為
す
こ
と
を
相
ひ
約
す
。
故
に
子
瞻 

始
め
鳳
翔
幕
府
と
為
り
し
と
き
、

詩
を
留
め
て
別
れ
と
為
し
て
、
「
夜
雨 

何い
づ

れ
の
時
に
か
蕭
瑟
た
る
を
聴
か

ん
」
と
曰
ふ
。

�

蘇
轍
「
逍
遙
堂
會
宿
二
首
幷
敍
」
（
『
欒
城
集
』
巻

（
１
）

七
）

　

つ
ま
り
、
彼
ら
は
中
唐
の
詩
人
で
あ
る
韋
應
物
（
字
は
義
博
、
七
三
六
～

七
九
〇
頃
）
の
詩
句
に
感
銘
を
受
け
、
官
途
を
終
え
た
後
は
と
も
に
隠
棲
し
、「
夜

雨
」
を
聴
き
な
が
ら
、
「
對
牀
（
寝
床
を
並
べ
）
」
て
語
り
合
っ
て
過
ご
そ
う
と

約
束
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
彼
ら
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
の
交
遊
に
つ
い
て
、

か
の
幸
田
露
伴
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
七
）
は
次
の
よ
う
に
絶
賛
し
て
い

（
２
）

る
。

　
　

�（
韋
應
物
の
詩
句
に
至
っ
て
）
始
め
て
離
合
に
感
慨
す
る
の
意
を
發
し
、

兄
弟
仲
好
く
相
共
に
日
を
送
る
此
樂
し
さ
は
人
生
の
幸
福
、
和
易
閑
適
、

何
物
に
も
換
へ
ん
や
、
然
も
世
に
立
ち
功
を
建
て
ん
と
す
れ
ば
、
官
途
に

奔
走
し
て
、
東
西
に
別
離
も
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
も
亦
人
間
の
お
の
づ
か
ら
當
に
然
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
が
、
早
く

峻
險
な
功
名
の
路
を
退
い
て
、
淸
談
閒
遠
の
活
計
を
遂
げ
、
共
に
熙
々

雨
を
聴
く
詩
の
系
譜
　

―
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
の
「
夜
雨
對
牀
」
に
至
る
ま
で
―

�

原
田

　
愛
・
小
谷

　
優
瑠

G
enealogy of Poetry Listening to the R

ain : 
U

p to the Poem
s “Listening to the R

ain at N
ight w

ith B
eds side by side” W

ritten by Su Shi and Su Zhe

�
A

i H
A

R
A

D
A

・Suguru K
O

D
A

N
I
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雍
々
の
生
を
送
り
た
い
も
の
だ
と
、
兄
が
言
へ
ば
弟
も
和
し
て
、
此
の
善

良
に
し
て
澹
遠
な
性
質
の
二
十
六
と
二
十
三
と
の
兩
靑
年
詩
人
は
、
旅
館

の
一
室
に
秋
夜
の
雨
聲
を
聽
き
な
が
ら
、
面
々
相
對
し
、
眼
々
相
視
て
、

お
と
な
し
い
、
や
は
ら
か
な
、
淸
ら
な
、
淡
い
感
情
を
取
か
は
し
た
。
馬

肉
で
惡
酒
を
飮
ん
で
、
酗
醉
し
て
怪
氣
焰
で
も
擧
げ
る
の
を
誇
り
と
し
て

も
不
思
議
は
無
い
年
頃
の
二
人
が
、
淋
し
き
客
窓
の
風
雨
の
た
め
と
は
云

へ
、
又
こ
れ
も
善
良
閒
澹
の
詩
人
韋
蘇
州
の
詩
に
動
か
さ
れ
た
た
め
と
は

云
へ
、
此
樣
な
感
想
を
語
り
か
は
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
何
と
品
格
あ
る
、

淸
ら
な
、
美
し
い
こ
と
で
あ
ら
う
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
「
雨
」
の
詩
の
系
譜
を
経
て
、
こ
の
蘇
軾
・

蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」
に
至
っ
た
の
か
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
本
論
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」

に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
「
雨
」
を
感
じ
取
る
詩
、
殊
に
聴
覚
を
働
か
せ
る

詩
の
系
譜
を
辿
り
つ
つ
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
第
一
章
　『
詩
経
』
か
ら
六
朝
時
代
ま
で
の
雨
の
詩

　

ま
ず
、
最
古
の
「
雨
」
を
詩
題
と
す
る
漢
詩
を
挙
げ
た
い
。
そ
れ
は
、『
詩
経
』

鄭
風
「
風
雨
」
で
あ
る
。

　
　

風
雨
淒
淒　
　

風
雨 

淒
淒
た
り
、

　
　

雞
鳴
喈
喈　
　

雞
鳴 

喈
喈
た
り
。

　
　

既
見
君
子　
　

既
に
君
子
を
見
れ
ば
、

　
　

云
胡
不
夷　
　

云い
か
ん胡

ぞ
夷た

ひ

ら
か
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

　
　

風
雨
瀟
瀟　
　

風
雨 

瀟
瀟
た
り
、

　
　

雞
鳴
膠
膠　
　

雞
鳴 

膠
膠
た
り
。

　
　

既
見
君
子　
　

既
に
君
子
を
見
れ
ば
、

　
　

云
胡
不
瘳　
　

云
胡
ぞ
瘳い

え
ざ
ら
ん
や
。

　
　

風
雨
如
晦　
　

風
雨 

晦
の
如
し
、

　
　

雞
鳴
不
已　
　

雞
鳴 

已や

ま
ず
。

　
　

既
見
君
子　
　

既
に
君
子
を
見
れ
ば
、

　
　

云
胡
不
喜　
　

云
胡
ぞ
喜
ば
ざ
ら
ん
や
。

　

こ
の
よ
う
に
、
激
し
く
降
る
「
風
雨
」
が
繰
り
返
し
描
写
さ
れ
て
い
る
。
伝

統
的
に
『
詩
経
』
の
収
録
作
は
当
時
の
社
会
や
政
治
を
反
映
し
て
詠
ま
れ
た
も

の
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
「
風
雨
」
の
詩
序
に
も
「
風
雨
、
思
君
子
也
。

亂
世
則
思
君
子
不
改
其
度
焉
（
風
雨
は
、
君
子
を
思
ふ
な
り
。
乱
世
に
は
則
ち

君
子
の
其
の
度
を
改
め
ざ
る
を
思
ふ
）
」
と
あ
る
。
荒
々
し
く
吹
き
荒
れ
る
「
風

雨
」
は
乱
世
を
喩
え
て
お
り
、
そ
の
乱
世
の
中
で
節
を
曲
げ
な
い
君
子
の
出
現

を
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
六
朝
時
代
に
は
、
「
雨
」
は
主
に
農
事
に
恵
み
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
「
喜
雨
詩
」
で
あ
る
。
矢
嶋
美
都

子
氏
の
「
豐
作
を
言
祝
ぐ
詩
―
「
喜
雨
」
詩
か
ら
「
喜
雪
」
詩
へ
―（

３
）」

で
は
、

六
朝
時
代
か
ら
唐
代
ま
で
の
「
喜
雨
詩
」
、
あ
る
い
は
「
對
雨
詩
」
の
変
遷
に

つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
六
朝
時
代
の
「
喜
雨
詩
」
の
主
な
型
は
、
次
の
四
項
目

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　

Ａ
、
天
（
天
子
）
の
德
を
稱
え
る
表
現

　
　

Ｂ
、
雨
が
降
る
豫
兆

　
　

Ｃ
、
雨
が
降
っ
て
い
る
樣
子

　
　

Ｄ
、�
秋
に
は
良
い
穀
物
が
收
穫
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
五
穀
豐
穰
を
言
祝

ぐ
表
現
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つ
ま
り
、
「
喜
雨
詩
」
は
雨
が
降
る
こ
と
を
天
か
ら
の
恵
み
と
し
て
喜
ぶ
こ

と
を
主
眼
と
し
、
そ
こ
か
ら
天
子
の
徳
を
称
え
た
り
、
穀
物
の
豊
作
を
言
祝
い

だ
り
す
る
。
現
存
す
る
「
喜
雨
」
と
題
す
る
詩
で
最
も
古
い
も
の
は
、
三
国
魏

の
曹
植
（
字
は
子
建
、
一
九
二
～
二
三
二
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

天
覆
何
彌
廣　
　

天
の
覆
ふ
こ
と 

何
ぞ
弥
広
な
る
や
、

　
　

苞
育
此
羣
生　
　

此
の
群
生
を
苞
育
す
。

　
　

棄
之
必
憔
悴　
　

之
を
棄
つ
れ
ば
必
ず
憔
悴
し
、

　
　

惠
之
則
滋
榮　
　

之
を
恵
め
ば
則
ち
滋
栄
す
。

　
　

慶
雲
從
北
來　
　

慶
雲 
北
よ
り
来
た
り
、

　
　

鬱
述
西
南
征　
　

鬱
述
と
し
て
西
南
に
征
く
。

　
　

時
雨
中
夜
降　
　

時
雨 

中
夜
に
降
り
、

　
　

長
雷
周
我
庭　
　

長
雷 

我
が
庭
を
周め

ぐ

る
。

　
　

嘉
種
盈
膏
壤　
　

嘉
種 

膏
壌
を
盈み

ち
、

　
　

登
秋
必
有
成　
　

登
秋 

必
ず
成
る
有
ら
ん
。

�

曹
植
「
喜
雨
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
・
天
部
下
・
雨
）

　

即
ち
、
一
句
目
か
ら
四
句
目
ま
で
は
、
万
物
を
覆
う
「
天
」
に
つ
い
て
詠
ん

で
お
り
、
「
天
」
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
萎
れ
さ
せ
た
り
、
慈
し
ん
で
茂
ら
せ
た

り
す
る
と
い
う
。
五
句
目
か
ら
八
句
目
ま
で
は
、
そ
の
「
天
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
雲
」

と
「
雨
」
に
言
及
し
て
い
る
。
瑞
祥
を
表
す
「
慶
雲
」
が
北
か
ら
や
っ
て
来
て
、

湧
き
起
こ
り
な
が
ら
西
南
に
流
れ
ゆ
く
の
だ
が
、
そ
の
雲
か
ら
相
応
し
い
時
節

に
降
る
と
い
う
「
時
雨
」
が
夜
半
に
降
り
注
ぎ
、「
雷
」
が
庭
に
ま
で
響
き
渡
っ
た
。

九
・
十
句
目
に
は
、
そ
の
雨
に
よ
っ
て
、
「
嘉
種
」
、
つ
ま
り
実
っ
た
穀
物
が
肥

沃
な
土
地
に
あ
ふ
れ
、
秋
に
は
豊
作
に
な
る
だ
ろ
う
と
詠
ん
で
、
詩
を
結
ん
で

い
る
。
こ
の
詩
は
、
先
述
し
た
四
項
目
の
定
型
に
当
て
は
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

詩
題
か
ら
も
、
降
雨
を
喜
び
豊
作
を
祈
願
す
る
「
喜
雨
詩
」
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

更
に
、
六
朝
時
代
に
は
、
「
喜
雨
詩
」
以
外
の
雨
の
詩
も
あ
り
（
現
存
す
る

も
の
は
二
十
九
首
）
、
矢
嶋
氏
は
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

　
　

一
、
行
旅
が
困
難
（
旅
愁
）
。
二
首

　
　

二
、
友
達
と
往
來
（
宴
會
等
）
出
來
な
い
。
五
首

　
　

三
、
物
價
が
上
が
る
、
生
活
苦
、
淸
貧
。
三
首

　
　

四
、
雨
景
描
寫
、
雨
に
纏
わ
る
典
故
の
面
白
さ
。
十
一
首

　
　

五
、
そ
の
他　

五
首

　
　

六
、
陶
淵
明
を
意
識
し
て
農
事
に
言
及
す
る
。
三
首

　

そ
し
て
、
こ
の
一
〜
三
に
当
て
は
ま
る
の
が
「
苦
雨
詩
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

で
あ
る
。
こ
れ
は
別
名
「
愁
霖
詩
」
と
も
い
う
。
「
苦
雨
詩
」
は
、
「
喜
雨
詩
」

と
同
様
に
、
後
漢
末
か
ら
三
国
初
期
の
頃
に
生
ま
れ
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
は
、

三
国
魏
の
曹
丕
（
字
は
子
桓
、
一
八
七
～
二
二
六
）
に
よ
る
「
愁
霖
賦
」
を
挙

げ
る
（
但
し
、
こ
れ
は
作
品
の
全
体
で
は
な
く
、
一
部
が
類
書
に
採
ら
れ
て
流

伝
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

　
　

脂
余
車
而
秣
馬　
　

余
の
車
に
脂
し
て
馬
にま

ぐ
さ
か

秣
ひ
、

　
　

將
言
旋
乎
鄴
都　
　

将
に
言こ

こ

に
鄴
都
に
旋か

へ

ら
ん
と
す
。

　
　

玄
雲
黯
其
四
塞　
　

玄
雲 

其
の
四
塞
に
黯く

ら

く
、

　
　

雨
濛
濛
而
襲
予　
　

雨
は
濛
濛
と
し
て
予
を
襲
ふ
。

　
　

塗
漸
洳
以
沉
滯　
　

塗み
ち

は
漸
洳
と
し
て
以
て
沉
滞
し
、

　
　

潦
淫
衍
而
橫
湍　
　

潦
は
淫
衍
し
て
横
湍
す
。

　
　

豈
在
余
之
憚
勞　
　

豈
に
余
の
憚
労
在
り
て
、

　
　

哀
行
旅
之
艱
難　
　

行
旅
の
艱
難
を
哀
し
ま
ん
。

　
　

仰
皇
天
而
太
息　
　

皇
天
を
仰
ぎ
て
太
息
し
、

　
　

悲
白
日
之
不
暘　
　

白
日
の
暘は

れ
ざ
る
を
悲
し
む
。

　
　

思
若
木
以
照
路　
　

若
木
の
以
て
路
を
照
ら
す
を
思
ひ
、
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假
龍
燭
之
末
光　
　

龍
燭
の
末
光
を
仮
り
ん
。

�

曹
丕
「
愁
霖
賦
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
・
天
部
下
・
雨
）

　

ま
ず
、
行
旅
の
途
に
あ
っ
た
曹
丕
が
、
鄴
都
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
黒

雲
が
立
ち
こ
め
て
雨
が
降
り
出
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
道
路
が
泥
濘
み
、

更
に
は
溜
ま
っ
た
水
が
溢
れ
出
し
、
そ
の
ま
ま
帰
路
を
行
く
の
が
困
難
に
な
っ

て
し
ま
う
。
か
か
る
状
況
下
で
は
、
彼
は
天
を
仰
い
で
慨
嘆
し
、
雨
が
上
が
っ

て
太
陽
が
道
路
を
明
る
く
照
ら
す
こ
と
を
た
だ
祈
念
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

主
な
「
苦
雨
」
の
詩
賦
と
同
様
に
、
雨
と
い
う
自
然
へ
の
畏
怖
と
、
そ
の
弊
害

へ
の
悲
哀
が
主
題
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
矢
嶋
氏
の
研
究
で
は
、
「
苦
雨
詩
」
に
あ
た
る
詩
に
つ
い
て
も
、

列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
に
分
類
さ
れ
る
詩
。

　
　
　

魏　

 

阮
瑀
「
苦
雨
」�

客
行
易
感
悴
、
我
心
摧
已
傷
。

　
　
　

梁　

 

何
遜
「
春
暮
喜
晴
酬
袁
戸
曹
苦
雨
」

�

春
芳
空
悅
目
、
游
客
反
傷
情
。

　
　

二
に
分
類
さ
れ
る
詩
。

　
　
　

西
晋 

張
載
「
霖
雨
」�

何
以
解
愁
懷
、
置
酒
招
親
類
。

　
　
　

宋　

 

鮑
照
「
苦
雨
」�

川
梁
日
已
廣
、
懷
人
邈
渺
漫
。

�

徒
酌
相
思
酒
、
空
急
促
明
彈
。

　
　
　

梁　

 

江
淹
「
張
黄
門
協
苦
雨
」�

高
談
玩
四
時
、
索
居
慕
疇
侶
。

　
　
　

梁　

 

劉
苞
「
望
夕
雨
」�

淸
樽
久
不
薦
、
淹
留
遂
待
君
。

　
　
　

梁　

 

朱
超
「
對
雨
」�

無
因
假
輕
蓋
、
徒
然
想
上
才
。

　
　

三
に
分
類
さ
れ
る
詩
。

　
　
　

西
晋 

傅
玄
「
苦
雨
」�

炊
爨
不
復
擧
、
竈
中
生
蛙
蝦
。

　
　
　

西
晋 

傅
成
「
愁
霖
詩
」�

蘭
桂
賤
朽
腐
、
柴
粟
貴
明
珠
。

　
　
　

西
晋 

張
協
「
苦
雨
」�

尺
燼
重
尋
桂
、
紅
粒
貴
瑤
瓊
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
苦
雨
詩
」
は
、
長
雨
に
よ
り
行
旅
や
交
遊
が
困
難
に
な
っ

た
り
、
生
活
に
支
障
が
起
こ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
憂
愁
が
詠
ま
れ
た
が
、

更
に
、
長
雨
の
も
た
ら
す
自
然
あ
る
い
は
経
済
へ
の
打
撃
と
い
っ
た
社
会
問
題

に
言
及
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
か
る
「
苦
雨
詩
」
の
主
題
の
広
が
り
が
、
様
々

な
雨
の
詩
が
生
ま
れ
る
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
章
　
六
朝
時
代
の
雨
と
人
生
を
見
つ
め
る
詩

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
六
朝
時
代
は
「
喜
雨
詩
」
や
「
苦
雨
詩
」
と
い
っ

た
雨
を
詠
む
詩
の
典
型
が
確
立
し
た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
「
喜
雨
詩
」

や
「
苦
雨
詩
」
の
典
型
に
収
ま
ら
な
い
雨
の
詩
も
幾
つ
か
詠
ま
れ
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
陶
淵
明
（
字
は
元
亮
、
ま
た
は
名
は
潜
で
字
は
淵
明
、
三
六
五
～

四
二
七
）
の
「
連
雨
獨
飮
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
矢
嶋
氏
の
論
文
に
言
及
の
な
い

詩
で
あ
る
。

　
　

運
生
會
歸
盡　
　

運
生
は

か
な
ら

会
ず
尽
く
る
に
帰
す
、

　
　

終
古
謂
之
然　
　

終
古 

之
を
然
り
と
謂
ふ
。

　
　

世
間
有
松
喬　
　

世
間
に
松
喬
有
ら
ば
、

　
　

於
今
定
何
間　
　

今
に
於
い
て
定は

た

し
て
何
れ
の
間
に
か
あ
ら
ん
。

　
　

故
老
贈
余
酒　
　

故
老 

余
に
酒
を
贈
り
、

　
　

乃
言
飮
得
仙　
　

乃
ち
言
ふ
「
飲
ま
ば
仙
を
得
ん
」
と
。

　
　

試
酌
百
情
遠　
　

試
み
に
酌
め
ば
百
情
遠
く
、

　
　

重
觴
忽
忘
天　
　

觴
を
重
ぬ
れ
ば
忽
ち
天
を
忘
る
。

　
　

天
豈
去
此
哉　
　

天 

豈
に
此
を
去
ら
ん
や
、

　
　

任
眞
無
所
先　
　

真
に
任
せ
て
先
ん
ず
る
所
無
し
。

　
　

雲
鶴
有
奇
翼　
　

雲
鶴 

奇
翼
有
り
、
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八
表
須
臾
還　
　

八
表
を
も
須
臾
に
し
て
還
る
。

　
　

自
我
抱
茲
獨　
　

我
れ
茲
の
独
を
抱
き
て
よ
り
、

　
　

僶
俛
四
十
年　
　

僶
俛
す
る
こ
と
四
十
年
。

　
　

形
骸
久
已
化　
　

形
骸
は
久
し
く
已
に
化
す
る
も
、

　
　

心
在
復
何
言　
　

心
在
り 

復
た
何
を
か
言
は
ん
。

�

陶
淵
明
「
連
雨
獨
飮
」
（
『
陶
淵
明
集
』
巻

（
４
）

二
）

　

ま
ず
、
「
運
生
は
会
ず
尽
く
る
に
帰
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
生
は
必
ず
死

に
よ
っ
て
終
わ
る
も
の
で
あ
り
、
不
老
長
生
の
仙
人
に
な
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
。
こ
の
詩
は
、
陶
淵
明
の
母
の
孟
氏
の
服
喪
が
明
け
よ
う
と
す
る
元
興

三
年
（
四
〇
四
）
に
詠
ま
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ

（
５
）

る
。
当
時
四
十
歳
の
陶

淵
明
は
、
改
め
て
自
ら
の
死
を
意
識
し
な
が
ら
、
除
服
し
た
後
に
ど
の
よ
う
に

生
き
る
べ
き
か
を
悩
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
長
老
か
ら
仙
人
に
な
れ
る
と
い
う

酒
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
一
人
で
酒
を
飲
む
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
飲
酒
し
て
い
る
う
ち
に
あ
た
か
も
仙
人
の
よ
う
な
心
の
解
放
を
得
て
、

こ
れ
ま
で
四
十
年
も
齷
齪
と
過
ご
し
て
い
た
が
、
元
来
自
分
は
こ
の
独
自
の

「
心
」
を
持
っ
て
い
た
と
実
感
し
、
「
形
骸
は
久
し
く
已
に
化
す
る
も
、
心
在
り 

復
た
何
を
か
言
は
ん
」
と
結
ん
だ
。
即
ち
、
こ
れ
か
ら
老
い
て
死
に
ゆ
く
身
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
解
放
さ
れ
た
自
由
な
心
を
得
て
い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
生
き
て

ゆ
け
る
と
し
、
再
び
仕
官
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
（
但
し
、
翌
義
熙
元
年

（
四
〇
五
）
十
一
月
に
は
や
は
り
身
心
の
解
放
を
望
み
、
隠
棲
す

（
６
）

る
）
。

　

こ
の
「
連
雨
獨
飮
」
に
お
い
て
驚
く
べ
き
は
、
詩
中
に
雨
の
情
景
や
雨
へ
の

憂
い
を
詠
む
箇
所
が
無
い
こ
と
で
あ
る
が
、
詩
題
か
ら
「
連
雨
」
、
即
ち
連
日

続
く
雨
に
起
因
し
て
詠
ま
れ
た
作
で
あ
る
と
判
る
。
前
章
で
「
苦
雨
詩
」
で
詠

ま
れ
る
憂
愁
の
内
容
と
し
て
、
友
達
と
往
来
で
き
な
い
こ
と
や
行
旅
が
困
難
で

あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
が
、
陶
淵
明
も
「
連
雨
」
に
よ
っ
て
友
人
た
ち
と
の
交
流
、

殊
に
酒
宴
が
難
し
く
な
り
、
「
独
り
飲
」
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
連
雨
」

に
よ
っ
て
感
じ
た
孤
独
と
苦
悩
が
、
却
っ
て
自
分
の
境
遇
や
生
き
方
を
省
み
る

こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
様
の
内
容
を
備
え
た
詩
と
し
て
、
六
朝
斉
の
謝
朓
（
字
は
玄
暉
、

四
六
四
～
四
九
九
）
の
「
觀
朝
雨
（
朝
雨
を
観
る
）
」
が
あ
る
。

　
　

朔
風
吹
飛
雨　
　

朔
風
は
飛
雨
を
吹
き
、

　
　

蕭
條
江
上
來　
　

蕭
条
と
し
て
江
上
よ
り
来
た
り
。

　
　

既
灑
觀
百
常　
　

既
に
百
常
の
観
に
灑そ

そ

ぎ
、

　
　

復
集
九
成
臺　
　

復
た
九
成
の
台
に
集あ

つ

ま
れ
り
。

　
　

空
濛
如
薄
霧　
　

空
濛
と
し
て
薄
霧
の
如
く
、

　
　

散
漫
似
輕
埃　
　

散
漫
と
し
て
軽
埃
に
似
た
り
。

　
　

平
明
振
衣
坐　
　

平
明
に
衣
を
振
ひ
て
坐
す
る
に
、

　
　

重
門
猶
未
開　
　

重
門
は
猶
ほ
未
だ
開
か
ず
。

　
　

耳
目
暫
無
擾　
　

耳
目
は
暫
く
擾み

だ

さ
る
る
無
く
、

　
　

懷
古
信
悠
哉　
　

古
を
懐
ふ
こ
と 

信ま
こ
とに

悠
な
る
か
な
。

　
　

戢
翼
希
驤
首　
　

翼
を
戢お

さ

め
て
は
首
を
驤あ

げ
ん
こ
と
を
希ね

が

ひ
、

　
　

乘
流
畏
曝
鰓　
　

流
に
乗
じ
て
は
鰓え

ら

を
曝さ

ら

さ
ん
こ
と
を
畏お

そ

る
。

　
　

動
息
無
兼
遂　
　

動
息
は
兼
ね
遂
ぐ
る
無
く
、

　
　

岐
路
多
徘
徊　
　

岐
路
に
徘
徊
す
る
こ
と
多
し
。

　
　

方
同
戰
勝
者　
　

方
に
戦
勝
の
者
に
同
じ
く
し
、

　
　

去
翦
北
山
萊　
　

去
り
て
北
山
の

あ
か
ざ

萊
を
翦き

ら
ん
。

�

謝
朓
「
觀
朝
雨
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
）

　

全
十
六
句
の
う
ち
、
前
半
八
句
は
主
に
「
朝
雨
」
の
描
写
で
あ
る
。
謝
朓
は

早
朝
に
宮
へ
と
赴
い
た
が
、
雨
の
た
め
か
門
が
開
か
な
い
。
一
人
で
細
や
か
に

繁
く
降
る
雨
を
見
つ
め
な
が
ら
、
座
し
て
開
門
を
待
っ
た
が
、
な
お
閉
じ
ら
れ

た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
九
句
目
よ
り
彼
は
自
ら
の
将
来
の
生
き
方
に
つ

い
て
考
え
始
め
る
。
彼
は
「
古
を
懐
」
い
、
そ
の
栄
枯
盛
衰
に
思
い
を
巡
ら
せ
、

「
動
息
（
出
仕
と
隠
棲
）
」
を
両
方
叶
え
ら
れ
る
者
は
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
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べ
き
か
の
「
岐
路
」
に
迷
う
者
は
多
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
迷
い
に
打
ち
勝
っ

て
自
由
を
得
た
先
人
に
倣
い
、
「
去
り
て
北
山
の
萊
を
翦
ら
ん
」
、
即
ち
、
潔
く

隠
棲
せ
ん
こ
と
を
思
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
謝
朓
「
觀
朝
雨
」
詩
も
、
思
い
も

よ
ら
な
い
「
雨
」
、
そ
れ
に
よ
り
他
者
が
不
在
と
な
っ
た
こ
と
を
、
自
ら
の
人

生
を
再
考
す
る
機
会
と
し
て
い
る
。

　

更
に
、
こ
の
詩
の
九
句
目
の
「
耳
目
は
暫
く
擾
さ
る
る
無
く
」
は
、
耳
も
目

も
暫
く
は
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
六
朝
時
代
の
詩

人
は
「
雨
」を
聴
く
こ
と
に
あ
ま
り
言
及
し
な
い
。「
耳
目
」と
い
う
単
語
で
視
覚
・

聴
覚
ど
ち
ら
も
意
識
の
中
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
「
空
濛
と
し
て
薄

霧
の
如
く
、
散
漫
と
し
て
輕
埃
に
似
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
視
覚
に
よ
る
雨

の
描
写
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雨
を
聴
覚
で
捉
え
よ
う
と
す
る
意

識
が
視
覚
的
な
意
識
よ
り
も
薄
い
こ
と
が
判
る
。

　

ま
た
、
雨
か
ら
発
し
た
憂
愁
を
「
苦
雨
詩
」
と
し
て
詠
む
の
み
な
ら
ず
、
そ

れ
を
気
の
置
け
な
い
他
者
に
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
六
朝
宋
の

謝
瞻
（
字
は
宣
遠
、
三
八
五
～
四
二
一
）
が
親
族
の
謝
靈
運
（
字
は
未
詳
、

三
八
五
～
四
三
三
）
に
応
酬
し
た
詩
か
ら
、
そ
れ
が
推
察
さ
れ
る
。

　
　

夕
霽
風
氣
涼　
　

夕ゆ
う
べに

霽は

れ
て
風
気
は
涼
し
く
、

　
　

閑
房
有
餘
淸　
　

閑
房
に
余
清
有
り
。

　
　

開
軒
滅
華
燭　
　

軒ま
ど

を
開
き
て
華
燭
を
滅け

せ
ば
、

　
　

月
露
皓
已
盈　
　

月
露 

皓
と
し
て
已
に
盈み

つ
。

　
　

獨
夜
無
物
役　
　

独
夜 

物
の
役
す
る
無
く
、

　
　

寢
者
亦
云
寧　
　

寝
ぬ
れ
ば
亦
た
云こ

こ

に
寧
し
。

　
　

忽
獲
愁
霖
唱　
　

忽
ち
獲え

た
り 

愁
霖
の
唱
の
、

　
　

懷
勞
奏
所
成　
　

労
を
懐
き
て
成
す
所
を
奏
す
る
を
。

　
　

歎
彼
行
旅
艱　
　

彼か

の
行
旅
の
艱
を
歎
き
、

　
　

深
茲
眷
言
情　
　

茲こ

の
眷
言
の
情
を
深
く
す
。

　
　

伊
余
雖
寡
慰　
　

伊こ

れ
余
は
慰
み
寡す

く

な
し
と
雖
も
、

　
　

殷
憂
暫
爲
輕　
　

殷
憂 

暫
く
為
に
軽
し
。

　
　

牽
率
詶
嘉
藻　
　

牽
率
せ
ら
れ
て
嘉
藻
に
詶む

く

い
、

　
　

長
揖
愧
吾
生　
　

長
揖
し
て
吾ご

生せ
い

に
愧
づ
。

�

謝
瞻
「
答
靈
運
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
五
）

　

長
雨
が
や
っ
と
晴
れ
た
一
人
き
り
の
夜
、
清
涼
な
風
を
感
じ
て
部
屋
で
寛
い

で
い
た
謝
瞻
は
、
謝
靈
運
か
ら
「
愁
霖
の
唱
」
、
即
ち
「
苦
雨
詩
」
を
受
け
取
っ

た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
彼
の
行
旅
の
艱
を
歎
き
、
茲
の
眷
言
の
情
を
深
く
す
」

と
あ
る
よ
う
に
、
長
雨
に
よ
っ
て
謝
靈
運
が
旅
の
途
上
に
長
雨
で
難
儀
し
た
こ

と
を
嘆
き
な
が
ら
、
ま
た
、
同
じ
く
長
雨
に
苦
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
謝
瞻
を
慰
め

励
ま
す
言
葉
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
心
が
一
層
軽
く
な
っ
た

と
述
べ
、
謝
靈
運
の
厚
情
と
詩
才
を
称
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
苦
雨
詩
」
の
多
く
は
「
長
雨
」
に
よ
る
閉
塞
感
や
孤
独
感

か
ら
生
じ
た
自
ら
の
憂
愁
を
詠
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
陶
淵
明
や
謝
朓

等
に
よ
っ
て
人
生
や
処
世
に
思
い
を
馳
せ
る
作
が
現
れ
た
。
ま
た
、
自
分
の
憂

愁
の
み
な
ら
ず
、
他
者
の
そ
れ
に
も
思
い
を
致
し
て
慰
め
る
と
い
う
こ
と
も
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
三
章
　
唐
代
に
お
け
る
「
喜
雨
詩
」
の
変
化
と
そ
の
影
響

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
唐
代
以
前
に
お
け
る
雨
を
主
題
と
す
る
詩
は
、
基
本
的

に
「
喜
雨
詩
」
と
「
苦
雨
詩
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
六
朝
時
代
ま
で

の
「
喜
雨
詩
」
は
定
型
を
保
っ
て
い
た
が
、
唐
代
に
入
る
と
そ
の
定
型
か
ら
外

れ
て
、
新
し
い
「
喜
雨
詩
」
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
前
章
で
挙

げ
た
「
苦
雨
詩
」
の
影
響
が
「
喜
雨
詩
」
に
も
及
ん
だ
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

矢
嶋
氏
は
、
前
掲
の
論
文
に
て
唐
代
に
お
い
て
「
喜
雨
詩
」
が
次
の
三
種
類
に

分
岐
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
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一
、�

傳
統
的
な
「
喜
雨
」
詩
を
繼
承
す
る
も
の
。
（
旱
魃
の
時
に
、
宮
廷

詩
人
的
な
立
場
の
詩
人
が
降
雨
を
喜
び
豐
作
を
言
祝
ぐ
）

　
　

二
、
旱
魃
と
は
限
ら
ず
雨
を
喜
び
農
事
に
も
よ
い
雨
だ
と
詠
じ
る
も
の
。

　
　

三
、
農
事
に
關
係
な
く
單
に
雨
を
喜
ぶ
も
の
。

　

本
章
に
お
い
て
注
目
す
る
の
は
、
定
型
を
外
れ
た
「
三
、
農
事
に
關
係
な
く

單
に
雨
を
喜
ぶ
も
の
」
で
あ
り
、
矢
嶋
氏
は
こ
れ
に
該
当
す
る
作
と
し
て
、
次

の
詩
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　

初
唐 

李
嶠
「
奉
和
春
日
遊
苑
喜
雨
應
制
」
（
五
律
）

　
　

盛
唐 

玄
宗
「
同
劉
晃
喜
雨
」
（
五
律
）

　
　

盛
唐 

張
説
「
奉
和
聖
製
同
劉
晃
喜
雨
應
制
」
（
五
律
）

　
　

盛
唐 

魏
知
古
「
奉
和
春
日
途
中
喜
雨
應
詔
」
（
五
言
十
句
）

　
　

盛
唐 

杜
甫
「
喜
雨
」
（
五
律
）
「
春
夜
喜
雨
」
（
五
律
）

　
　

中
唐 

錢
起
「
蘇
端
林
亭
對
酒
喜
雨
」
（
五
律
）

　

こ
の
う
ち
、
李
嶠
・
張
説
・
魏
知
古
の
作
は
、
天
子
に
「
奉
」
る
も
の
で
あ
り
、

確
か
に
農
事
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
主
に
天
か
ら
の
恵
み
の
雨
が
天
子
の

宮
殿
に
降
っ
た
こ
と
を
喜
び
祝
う
も
の
で
、
そ
れ
を
得
た
天
子
の
徳
を
称
え
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

但
し
、
玄
宗
（
李
隆
基
、
六
八
五
～
七
六
二
）
の
詩
は
そ
う
し
た
要
素
は
な
く
、

所
謂
「
詠
物
詩
」
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
矢
嶋
氏
も
唐
代
の
多
様
化
し
た
「
喜

雨
詩
」
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　
　

節
變
寒
初
盡　
　

節
変
じ
て
寒
初
め
て
尽
き
、

　
　

時
和
氣
已
春　
　

時
和
し
て
気
已
に
春
な
り
。

　
　

繁
雲
先
合
寸　
　

繁
雲 

先
づ
寸
を
合
し
、

　
　

膏
雨
自
依
旬　
　

膏
雨 

自
ら
旬
に
依
る
。

　
　

颯
颯
飛
平
野　
　

颯
颯
と
し
て
平
野
に
飛
び
、

　
　

霏
霏
靜
暗
塵　
　

霏
霏
と
し
て
暗
塵
を
静
か
に
す
。

　
　

懸
知
花
葉
意　
　

懸は
る

か
に
知
る 

花
葉
の
意
、

　
　

朝
夕
望
中
新　
　

朝
夕 

望
中
新
た
な
り
。

�

玄
宗
「
同
劉
晃
喜
雨
」
（
『
全
唐
詩
』
巻

（
７
）

三
）

　

即
ち
、
こ
の
玄
宗
詩
は
春
の
時
節
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
降
る
「
雨
」
の

様
態
を
緻
密
に
描
写
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
「
喜
雨
」
詩
が
詠
ま
れ
る
上

で
の
定
型
で
あ
る
、
天
恩
を
称
え
た
り
、
豊
作
を
言
祝
い
だ
り
す
る
表
現
が
見

え
な
い
。
そ
れ
は
玄
宗
と
い
う
天
子
が
詠
ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
中
唐
初
期
に
活
躍
し
た
「
大
暦
の
十
才
子
」
の
一
人
で
あ
る
錢
起
（
字

は
仲
文
、
？
～
七
八
二
）
の
「
蘇
端
林
亭
對
酒
喜
雨
」
詩
も
、
「
雨
」
を
緻
密

に
描
写
す
る
が
、
更
に
、
彼
は
酒
を
飲
み
、
そ
の
ま
ま
興
に
乗
じ
て
歌
を
唱
っ

て
そ
の
雨
を
肴
に
し
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
「
詠
物
詩
」
、
も
し
く
は

「
自
然
詩
」
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い

（
８
）

る
。

　

そ
し
て
、
本
章
で
注
目
し
た
い
新
た
な
「
喜
雨
詩
」
が
、
盛
唐
の
杜
甫
（
字

は
子
美
、
七
一
二
～
七
七
〇
）
に
よ
る
「
春
夜
喜
雨
」
で
あ
る
。

　
　

好
雨
知
時
節　
　

好
雨 

時
節
を
知
り
、

　
　

當
春
乃
發
生　
　

春
に
当
り
て
乃
ち
発
生
す
。

　
　

隨
風
潛
入
夜　
　

風
に
随
ひ
て
潜ひ

そ

か
に
夜
に
入
り
、

　
　

潤
物
細
無
聲　
　

物
を
潤
し
て
細
か
に
し
て
声
無
し
。

　
　

野
徑
雲
倶
黑　
　

野
径 

雲
は
倶
に
黒
く
、

　
　

江
船
火
獨
明　
　

江
船 

火
は
独
り
明
ら
か
な
り
。

　
　

曉
看
紅
濕
處　
　

暁
に
紅
の
湿
れ
る
処
を
看
れ
ば
、

　
　

花
重
錦
官
城　
　

花
は
錦
官
城
に
重
か
ら
ん
。

�

杜
甫
「
春
夜
喜
雨
」
（
『
杜
詩
詳
注
』
巻

（
９
）

十
）
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ま
ず
、
春
の
「
好
雨
」が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
述
べ
て
い
る
。「
時
節
」

は
「
四
時
（
春
夏
秋
冬
）
」
と
「
二
十
四
節
気
」
の
こ
と
で
あ
り
、
温
暖
と
な
る
「
仲

春
（
啓
蟄
・
春
分
）
」
の
頃
、
自
然
界
の
万
物
が
芽
吹
き
、
そ
れ
を
助
け
る
よ

う
に
恵
み
の
雨
が
降
る
。
そ
の
雨
は
「
潜
や
か
」
に
風
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
て

万
物
を
潤
し
な
が
ら
、
闇
夜
に
無
音
で
降
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
五
句
目
よ
り
、

一
人
で
眠
ら
ず
に
そ
の
無
音
の
雨
を
見
つ
め
聴
い
て
い
た
杜
甫
は
、
こ
の
「
雨
」

の
行
く
先
を
想
像
す
る
。
雨
が
降
り
注
ぐ
先
に
は
、
「
黒
」
い
雲
の
垂
れ
込
め

る
小
道
が
あ
り
、
更
に
は
錦
江
に
浮
か
ぶ
漁
り
火
が
「
明
」
る
く
輝
い
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
段
々
と
夜
が
明
け
、
色
鮮
や
か
に
「
紅
」
く
湿
っ

た
何
か
が
目
に
入
る
。
そ
れ
は
錦
官
城
に
は
多
く
の
花
が
濡
れ
な
が
ら
重
さ
を

含
ん
で
咲
い
て
い
る
姿
で
あ
ろ
う
と
結
ん
で
い
る
。

　

夜
雨
の
視
覚
的
移
り
変
わ
り
の
効
果
が
秀
逸
な
詩
で
あ
る
が
、
農
事
や
天
恩

に
つ
い
て
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
仲
春
に
恵
み
の
雨
が
降
り
、
そ
れ
に
よ
り
万

物
が
芽
吹
く
と
詠
ん
で
い
る
が
、
肝
心
の
秋
の
収
穫
ま
で
の
言
及
が
な
い
の
で

あ
る
。
吉
川
幸
次
郎
氏
の
『
杜
甫
ノ
ー
ト
』
で
は
、
こ
の
詩
の
後
半
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。

　
　

�

下
の
句
「
江
船
に
火
は
獨
り
明
か
な
り
」
。
句
意
は
詳
説
す
る
ま
で
も
な
い
。

上
の
句
の
闇
黑
の
中
に
醞
醸
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
醞
醸
の
成

果
を
將
來
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
と
は
い
え
、
こ
の

明
日
の
光
明
へ
の
期
待
は
、
こ
の
聯
に
お
い
て
は
、
な
お
意
識
の
下
に
潛

む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
れ
は
詩
人
の
意
識
の
上
に
も
、
油
然
と

卷
き
あ
が
る
。
そ
れ
が
、
結
び
の
聯
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
し
か
し
、

こ
の
詩
の
妙
處
は
、
「
花
は
錦
官
城
に
重
か
ら
ん
」
と
い
う
事
態
が
、
直

ち
に
は
指
摘
さ
れ
ず
し
て
、
「
曉
に
紅
濕
れ
る
處
を
看
れ
ば
」
に
よ
っ
て

導
か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
知
覺
が
、
ま
ず
と
ら
え
る
の
は
、
色
で
あ
り
、

そ
れ
が
何
物
で
あ
る
か
を
判
斷
す
る
の
は
、
後
で
あ
る
。
詩
人
は
そ
う
し

た
過
程
を
、
恰
も
そ
の
過
程
の
ま
ま
に
再
現
す
る
。
こ
の
肉
迫
的
な
寫
實

に
よ
っ
て
、
一
字
一
字
の
重
さ
は
、
誠
に
磐
石
の
ご
と
く
で
あ
り
、
磐
石

の
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
富
麗
な
素
材
は
一
層
富
麗
に
、
錦
官
城
の

花
は
一
層
明
日
へ
の
期
待
を
果
す
。
し
か
も
そ
れ
は
き
ら
き
ら
と
照
り
か

が
や
く
花
で
は
な
く
、
し
っ
と
り
と
雨
に
ぬ
れ
た
重
厚
な
花
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
暗
い
乱
世
に
お
い
て
も
、
「
春
の
雨
」
は
万
物
に
降
り
注
ぎ
、
花

を
潤
し
、
夜
明
け
に
は
紅
く
美
し
く
咲
き
誇
る
。
そ
れ
を
「
喜
ぶ
」
詩
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
杜
甫
は
「
春
の
雨
」
に
濡
れ
て
咲
く
紅
い
「
花
」
に
自
ら
の
「
明

日
の
光
明
へ
の
期
待
」を
見
出
し
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
代
か
ら
「
喜

雨
詩
」
に
お
い
て
も
定
型
か
ら
脱
し
、
更
に
、
自
ら
の
明
る
い
未
来
を
恵
み
の

雨
に
託
し
て
詠
む
と
い
う
作
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
四
章
　
唐
代
に
お
け
る
「
聴
雨
」
の
詩
の
系
譜

　
　
　
　
（
一
）
過
去
と
現
在
の
「
雨
」
の
共
有

　

後
漢
末
に
生
ま
れ
、
六
朝
時
代
に
は
定
型
化
し
て
い
た
「
喜
雨
詩
」
と
「
期

苦
雨
詩
」
は
、
以
後
、
六
朝
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
当

て
は
ま
ら
な
い
内
容
が
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
陶
淵
明
や
謝
朓
、
杜
甫
な

ど
が
一
人
雨
の
中
で
思
い
を
巡
ら
せ
た
そ
の
内
容
は
、
自
ら
の
過
去
に
対
す
る

葛
藤
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
や
処
世
観
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

更
に
、
そ
う
し
た
思
い
を
強
く
さ
せ
る
た
め
に
、
よ
り
閉
塞
感
と
視
覚
的
制

限
が
あ
る
「
夜
」
と
い
う
時
間
帯
に
「
雨
」
を
「
聴
く
」
詩
が
詠
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
前
述
し
た
が
、
六
朝
時
代
の
詩
人
は
「
雨
」
を
聴
く
こ
と
に
言
及

す
る
こ
と
が
少
な
く
、
「
雨
」
を
聴
覚
的
に
詠
む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
は
唐

代
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
雨
」
を
聴
く
詩
に
つ
い
て
、
加
納
留
美
子
氏
の
「
夜

雨
對
牀
―
蘇
軾
兄
弟
を
繫
い
だ
も
の

（
（1
（―

」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
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�

唐
代
「
聞
雨
」
詩
中
、
雨
夜
の
例
を
分
析
す
る
と
、
主
に
二
つ
の
類
例
に

槪
括
で
き
る
。
①
雨
音
を
聞
き
な
が
ら
孤
獨
な
現
狀
を
自
覺
し
、
離
れ
た

故
人
、
家
人
、
故
鄕
等
を
想
っ
て
懷
か
し
む
も
の
。
②
雨
音
を
聞
く
中
、

榮
達
や
報
国
を
望
み
な
が
ら
叶
わ
ず
老
境
に
到
っ
た
自
身
の
不
遇
を
嘆

き
、
孤
憤
を
抱
え
る
も
の
。
…
（
中
略
）
…
「
夜
雨
對
牀
」
と
「
聞
雨
」
は
、

夜
、
雨
音
に
耳
を
澄
ま
す
と
い
う
點
で
共
通
す
る
。
…
（
中
略
）
…
但
し
、

兩
者
の
閒
に
は
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
最
大
の
相
違
は
、
「
聞
雨
」
詩
が
、

雨
夜
＝
獨
り
で
過
ご
す
憂
愁
の
場
と
す
る
の
に
對
し
、「
夜
雨
對
牀
」
で
は
、

雨
夜
＝
二
人
（
複
數
）
で
共
有
さ
れ
る
、
喜
ば
し
き
場
と
す
る
點
で
あ
る
。

…
（
中
略
）
…
も
う
一
つ
の
相
違
點
は
、
夜
雨
を
經
驗
す
る
時
點
の
違
い

で
あ
る
。
前
掲
し
た
よ
う
に
、
唐
代
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
は
過
去
の
經
驗

と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
詩
人
は
そ
の
喪
失
を
悲
嘆
し
た
。
そ
れ

に
對
し
、
「
聞
雨
」
詩
に
は
「
過
去
に
雨
音
を
聞
い
て
抱
い
た
感
情
を
思

い
出
す
」
と
い
う
用
例
が
な
い
。
夜
雨
は
必
ず
現
在
の
情
景
と
し
て
描
か

れ
、
詩
人
は
そ
の
情
景
に
觸
發
さ
れ
て
何
ら
か
の
感
情
を
抱
く
の
で
あ
る
。

　

主
な
「
雨
」
を
聴
く
詩
が
そ
う
し
た
現
状
へ
の
悲
哀
や
故
郷
や
友
人
へ
の
思

い
、
自
ら
の
境
遇
へ
の
憤
慨
を
詠
む
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
前
述
し
た
陶
淵
明
や
謝
朓
、
杜
甫
の
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
と
、
こ

の
二
つ
の
類
型
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
処
世
の
在
り
方
を
思
い
、
ま
た
、

未
来
に
展
望
を
持
っ
て
、
雨
を
見
つ
め
、
か
つ
、
聴
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

判
る
。
『
全
唐
詩
』
に
よ
る
と
、
唐
代
の
「
聞
雨
」
を
詩
題
と
す
る
詩
は
六
首
、

「
聴
雨
」
を
詩
題
と
す
る
詩
は
三
首
あ
る
。
ま
た
、
詩
句
と
し
て
は
、
「
聞
雨
」

は
十
二
首
、
「
聴
雨
」
は
十
六
首
に
見
ら
れ
る
（
実
景
と
し
て
の
描
写
で
あ
り
、

比
喩
は
除
く
）
。

・「
聞
雨
」
の
詩

　

盛
唐 

張
説
「
聞
雨
」　
　
　
　

多
雨
絕
塵
事
、
寥
寥
入
太
玄
。

　
　
　
　
　

 

「
聞
雨
」　
　
　
　

危
戍
臨
江
火
、
空
齋
入
雨
寒
。

　

盛
唐 

張
繼
「
寄
鄭
員
外
」　
　

經
月
愁
聞
雨
、
新
年
苦
憶
君
。

　

盛
唐 

戎
昱
「
秋
館
雨
後
、
得
弟
兄
書
、
即
事
呈
李
明
府
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
館
復
聞
雨
、
貧
家
怯
到
秋
。

　

中
唐 

李
約
「
病
中
宿
宜
陽
館
聞
雨
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
吹
桐
竹
更
無
雨
、
白
髮
病
人
心
到
家
。

　

中
唐 

武
元
衡
「
夜
坐
聞
雨
寄
嚴
十
少
府
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
翻
涼
葉
亂
、
雨
滴
洞
房
深
。

　

中
唐 

孟
郊
「
酬
李
侍
御
書
記
秋
夕
雨
中
病
假
見
寄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
風
遶
衰
柳
、
遠
客
聞
雨
聲
。

　

中
唐 

元
稹
「
生
春
二
十
首　

丁
酉
歲
、
凡
二
十
章
」
其
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
燈
如
見
霧
、
聞
雨
似
聞
風
。

　

中
唐 

白
居
易
「
汎
小
牐
二
首
」
其
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牐
頭
漾
漾
知
風
起
、
牐
背
蕭
蕭
聞
雨
滴
。

　

晩
唐 

許
渾
「
歸
長
安
」　
　
　

大
抵
莫
教
聞
雨
後
、
此
時
腸
斷
不
應
難
。

　

晩
唐 

李
商
隱
「
中
元
作
」　
　

曾
省
驚
眠
聞
雨
過
、
不
知
迷
路
爲
花
開
。

　

晩
唐 

溫
庭
筠
「
舞
衣
曲
」　
　

張
家
公
子
夜
聞
雨
、
夜
向
蘭
堂
思
楚
舞
。

　

晩
唐 

溫
庭
筠
「
送
陳
嘏
之
侯
官
兼
簡
李
常
侍
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
服
照
塵
連
草
色
、
夜
船
聞
雨
滴
蘆
花
。

　

晩
唐 

李
咸
用
「
同
友
生
春
夜
聞
雨
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
雨
三
更
洗
物
華
、
亂
和
絲
竹
響
豪
家
。

　

晩
唐 

韓
偓
「
聞
雨
」　
　
　
　

香
侵
蔽
膝
夜
寒
輕
、
聞
雨
傷
春
夢
不
成
。

　

晩
唐 
黃
滔
「
旅
懷
」　
　
　
　

羈
遊
數
地
值
兵
亂
、
宿
在
孤
城
聞
雨
秋
。

　

晩
唐 
黃
滔
「
客
舍
秋
晚
夜
懷
故
山
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孤
枕
憶
山
千
里
外
、
破
窗
聞
雨
五
更
初
。
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・「
聴
雨
」
の
詩

　

中
唐 

韋
應
物
「
送
顏
司
議
使
蜀
訪
圖
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
館
夜
聽
雨
、
秋
猿
獨
叫
羣
。

　

中
唐 
戴
叔
倫
「
寄
禪
師
寺
華
上
人
次
韻
三
首
」
其
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
聞
離
講
席
、
聽
雨
半
山
眠
。

　

中
唐 

戴
叔
倫
「
舟
中
見
雨
」　

今
夜
初
聽
雨
、
江
南
杜
若
靑
。

　

中
唐 

戴
叔
倫
「
暮
春
感
懷
」　

短
策
看
雲
松
寺
晚
、
疏
簾
聽
雨
草
堂
春
。

　

中
唐 

王
建
「
聽
雨
」
（
一
作
司
空
圖
詩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
夜
思
家
睡
裏
愁
、
雨
聲
落
落
屋
簷
頭
。

　

中
唐 

白
居
易
「
雨
中
招
張
司
業
宿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
來
同
宿
否
、
聽
雨
對
床
眠
。

　

中
唐 

朱
慶
餘
「
送
顧
非
熊
下
第
歸
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聽
雨
宿
吳
寺
、
過
江
逢
越
人
。

　

晩
唐 

李
商
隱
「
宿
駱
氏
亭
寄
懷
崔
雍
崔
袞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
陰
不
散
霜
飛
晚
、
留
得
枯
荷
聽
雨
聲
。

　

晩
唐 

李
商
隱
「
七
月
二
十
八
日
夜
與
王
鄭
二
秀
才
聽
雨
後
夢
作
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逡
巡
又
過
瀟
湘
雨
、
雨
打
湘
靈
五
十
弦
。

　

晩
唐 

劉
得
仁
「
送
鄂
州
崔
大
夫
赴
鎭
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
峰
與
萬
木
、
淸
聽
雨
情
新
。

　

晩
唐 

李
群
玉
「
春
寒
」　
　
　

悶
斟
壺
酒
暖
、
愁
聽
雨
聲
眠
。

　

晩
唐 

賈
島
「
投
龐
少
尹
」　
　

病
起
望
山
臺
上
立
、
覺
來
聽
雨
燭
前
吟
。

　

晩
唐 

溫
庭
筠
「
句
」　
　
　
　

春
水
碧
于
天
、
畫
船
聽
雨
眠
。

　

晩
唐 

盧
士
衡
「
僧
房
聽
雨
」　

古
寺
松
軒
雨
聲
別
、
寒
窗
聽
久
詩
魔
發
。

　

晩
唐 

左
偃
「
寄
鑒
上
人
」　
　

長
記
二
林
同
宿
夜
、
竹
齋
聽
雨
共
忘
眠
。

　

晩
唐 

李
中
「
贈
胊
山
楊
宰
」　

聽
雨
入
秋
竹
、
留
僧
覆
舊
棋
。

　

晩
唐 

無
可
「
秋
寄
從
兄
賈
島
」聽
雨
寒
更
徹
、
開
門
落
葉
深
。

　

晩
唐 

尚
能
「
中
秋
旅
懷
」　
　

望
鄉
連
北
斗
、
聽
雨
帶
西
風
。

　

晩
唐 

韋
莊
「
菩
薩
蠻
」　
　
　

春
水
碧
於
天
、
畫
船
聽
雨
眠
。

　

そ
し
て
、
唐
代
に
お
い
て
は
雨
を
詠
む
う
ち
に
、「
複
数
（
二
人
以
上
）
」
で
「
雨
」

を
聴
く
詩
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
、
中
唐
の

錢
起
の
「
夜
雨
寄
寇
校
書
」
を
挙
げ
た
い
。

　
　

秋
館
煙
雨
合　
　

秋
館 

煙
雨
合
し
、

　
　

重
城
鐘
漏
深　
　

重
城 

鐘
漏
深
し
。

　
　

佳
期
阻
淸
夜　
　

佳
期 

清
夜
を
阻
み
、

　
　

孤
興
發
離
心　
　

孤
興 

離
心
を
発
す
。

　
　

燭
影
出
綃
幕　
　

燭
影 

綃
幕
を
出
で
、

　
　

蟲
聲
連
素
琴　
　

虫
声 

素
琴
に
連
ぬ
。

　
　

此
時
蓬
閣
友　
　

此
の
時 

蓬
閣
の
友
、

　
　

應
念
昔
同
衾　
　

応
に
昔
同
衾
せ
し
を
念
ふ
べ
し
。

�

錢
起
「
夜
雨
寄
寇
校
書
」
（
『
錢
考
功
集
』
巻
五
）

　

ま
ず
、
け
ぶ
る
よ
う
な
雨
が
秋
の
旅
館
に
降
り
注
ぐ
中
、
重
な
り
合
う
城
門

に
鐘
漏
の
音
が
深
く
染
み
入
り
、
夜
が
更
け
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
る
。
普
段

な
ら
秋
の
晴
れ
た
清
涼
な
る
夜
と
な
る
が
、
そ
れ
を
邪
魔
す
る
よ
う
に
雨
が
降

る
こ
と
に
よ
り
強
い
孤
独
感
が
起
こ
り
、
ま
た
、
友
人
と
離
れ
ば
な
れ
の
哀
し

み
も
思
い
出
さ
せ
た
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
気
分
転
換
を
し
よ
う
と
し
た

の
か
、
火
影
の
映
る
薄
絹
の
た
れ
布
か
ら
外
を
見
て
み
た
。
す
る
と
、
虫
の
声

と
琴
の
音
色
の
連
奏
が
雨
音
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
か

つ
て
の
同
僚
で
あ
り
友
人
で
あ
る
寇
校
書
と
の
思
い
出
が
蘇
っ
た
と
い
う
。
七

句
目
の
「
蓬
閣
」
と
は
秘
書
省
の
こ
と
で
あ
り
、
錢
起
は
天
宝
九
載
（
七
五
〇
）

に
科
挙
に
及
第
し
た
後
、
秘
書
省
の
校
書
郎
と
な
っ
た
。
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
と

き
は
、
そ
の
職
か
ら
別
部
署
に
移
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
同
僚
で

あ
っ
た
頃
は
、
宿
直
な
ど
で
寝
床
を
並
べ
て
、
雨
音
を
聴
き
つ
つ
、
話
を
し
な

が
ら
眠
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
往
事
を
回
顧
し
、
き
っ
と
寇
校



金沢大学人間社会研究域学校教育系紀要� 第 15 号　令和 5 年

四
三

112

書
も
今
同
じ
よ
う
に
思
い
出
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
詠
み
、
詩
を
結
ん
で
い
る
。

　

こ
の
詩
は
、
詩
中
に
「
雨
」
の
聴
覚
的
な
表
現
が
な
い
た
め
か
、
前
掲
の
「
聞

雨
」
や
「
聴
雨
」
の
詩
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
章
の
唐
代
の
「
喜

雨
詩
」
で
も
錢
起
に
つ
い
て
少
し
く
言
及
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
継
承

し
な
が
ら
新
た
な
「
雨
」
の
詩
を
詠
ん
だ
詩
人
で
あ
る
。
こ
の
錢
起
の
「
夜
雨

寄
寇
校
書
」
詩
は
、
加
納
氏
の
述
べ
る
唐
代
の
「
聞
雨
」
詩
の
「
①
雨
音
を
聽

き
な
が
ら
孤
獨
な
現
狀
を
自
覺
し
、
離
れ
た
故
人
、
家
人
、
故
郷
等
を
想
っ
て

懷
か
し
む
」
と
い
う
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
雨
を
聴

き
、
物
思
い
が
生
じ
た
と
き
の
状
況
の
変
化
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
六
朝
時
代
の

「
雨
」
を
見
つ
め
る
詩
に
お
い
て
は
、
「
雨
」
に
よ
っ
て
一
人
で
自
己
の
境
遇
や

処
世
を
思
っ
て
い
た
が
、
錢
起
の
詩
で
は
友
人
と
宿
直
し
な
が
ら
夜
雨
を
聴
い

た
思
い
出
が
想
起
さ
れ
て
お
り
、
友
情
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
「
雨
」
を

聴
く
と
い
う
行
為
が
、
個
人
の
営
み
か
ら
複
数
人
で
行
う
営
み
へ
と
変
容
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
現
在
と
未
来
の
「
雨
」
の
共
有

　

こ
の
「
雨
」
を
他
者
と
共
有
す
る
詩
は
、
錢
起
よ
り
や
や
時
代
が
後
の
白
居

易
（
字
は
樂
天
、
七
七
二
～
八
四
六
）
も
詠
ん
で
い
る
。

　
　

過
夏
衣
香
潤　
　

夏
を
過
ぎ
て
衣
香
潤
ひ
、

　
　

迎
秋
簟
色
鮮　
　

秋
を
迎
へ
て
簟
色
鮮
や
か
な
り
。

　
　

斜
支
花
石
枕　
　

斜
に
花
石
の
枕
を
支
へ
、

　
　

臥
詠
蘂
珠
篇　
　

臥
し
て
蘂
珠
の
篇
を
詠
ず
。

　
　

泥
濘
非
遊
日　
　

泥
濘
は
遊
ぶ
日
に
非
ず
、

　
　

陰
沈
好
睡
天　
　

陰
沈
は
睡
る
に
好
き
天
。

　
　

能
來
同
宿
否　
　

能
く
来
た
り
て
同
宿
せ
ん
や
否い

な

や
、

　
　

聽
雨
對
牀
眠　
　

雨
を
聴
き
対
牀
し
て
眠
ら
ん
。

�

白
居
易
「
雨
中
招
張
司
業
宿
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十

（
（1
（

六
）

　

ま
ず
、
季
節
が
秋
に
な
っ
て
過
ご
し
や
す
く
な
っ
た
頃
、
花
石
の
枕
に
斜
め

に
も
た
れ
か
か
り
、
遊
仙
詩
を
吟
詠
し
て
仙
人
の
気
分
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
、
白
居
易
の
現
状
が
詠
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
降
雨
に
よ
り
泥
が
跳
ね
る
よ
う

な
天
気
の
日
は
、
出
遊
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
し
た
が
、
そ
ん
な
天
気
も

静
か
に
眠
る
に
は
好
都
合
だ
と
転
換
し
、
「
能
く
来
た
り
て
同
宿
せ
ん
や
否
や
、 

雨
を
聴
き
対
牀
し
て
眠
ら
ん
」
、
即
ち
、
我
が
家
に
や
っ
て
来
て
、
向
か
い
合
っ

た
寝
台
で
微
睡
み
な
が
ら
雨
音
を
聴
こ
う
と
、
友
人
の
張
籍
（
字
は
文
昌
、

七
六
八
～
八
三
〇
頃
）
に
誘
い
か
け
た
。

　

こ
の
白
居
易
詩
と
錢
起
詩
に
つ
い
て
、
共
通
点
は
「
雨
」
を
気
の
置
け
な
い

他
者
と
共
有
す
る
も
の
と
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
相
違
点
は
そ
の
共
有
す
る
時

間
軸
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
錢
起
の
よ
う
に
過
去
の
共
有
を
懐
か
し
ん
で
い
る

の
で
な
く
、
現
在
、
「
雨
」
が
降
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
こ
の
「
雨
」

を
楽
し
む
た
め
に
張
籍
に
同
宿
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
雨
」
を
共
有
す
る
時
間
軸
の
変
化
は
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
よ
り

顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
該
当
す
る
作
が
、
晩
唐
の
李
商
隱
（
字

は
義
山
、
八
一
二
～
八
五
八
）
の
「
夜
雨
寄
北
」
詩
で
あ
り
、
李
商
隱
が
蜀
に

滞
在
し
て
い
る
頃
に
、
長
安
で
彼
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
妻
に
向
け
て
詠
ん
だ

詩
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

君
問
歸
期
未
有
期　
　

君 

帰
期
を
問
ふ
も
未
だ
期
有
ら
ず
、

　
　

巴
山
夜
雨
漲
秋
池　
　

巴
山
の
夜
雨 

秋
池
に

み
な
ぎ

漲
る
。

　
　

何
當
共
剪
西
牕
燭　
　

何い
つ

か
当
に
共
に
西
窓
の
燭
を
剪き

り
て
、

　
　

却
話
巴
山
夜
雨
時　
　

却
て
巴
山
夜
雨
の
時
を
話か

た

る
べ
き
。

�

李
商
隱
「
夜
雨
寄
北
」
（
『
李
義
山
詩
集
』
巻

（
（1
（

六
）

　

即
ち
、
い
つ
帰
れ
る
の
か
を
妻
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
李
商
隱
は
、
今
の
自
分
は
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秋
の
池
を
み
な
ぎ
ら
せ
る
「
巴
山
の
夜
雨
」
に
対
し
て
い
る
と
詠
む
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
未
来
に
お
い
て
妻
と
再
会
し
、
夜
の
西
の
窓
辺
で
蝋
燭
の
芯
を
切
り
な

が
ら
、
こ
の
「
巴
山
の
夜
雨
」
を
聴
い
て
い
た
と
き
の
思
い
を
語
り
た
い
と
返

し
た
。
こ
の
二
句
目
と
四
句
目
で
「
巴
山
の
夜
雨
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
そ
の
時
間
軸
に
つ
い
て
、
川
合
康
三
氏
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い

（
（1
（

る
。

　
　

�

前
の
「
巴
山
夜
雨
」
は
今
現
在
の
気
持
ち
に
似
つ
か
わ
し
く
冷
た
く
寂
し

い
光
景
で
あ
り
、
後
の
「
巴
山
夜
雨
」
は
枕
物
語
と
し
て
語
る
こ
と
が
で

き
る
過
去
と
な
っ
た
そ
れ
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
短
い
詩
で
は
あ
る
が
、

そ
の
な
か
で
現
在
と
未
来
が
錯
綜
す
る
。
現
在
か
ら
未
来
を
想
定
し
て
、

そ
の
未
来
の
時
点
か
ら
す
で
に
過
去
と
な
っ
て
い
る
現
在
を
振
り
返
る
、

そ
の
こ
と
を
今
現
在
の
時
点
か
ら
想
う
。

　

つ
ま
り
、
唐
代
に
お
け
る
変
化
と
し
て
は
、
「
雨
」
に
よ
る
閉
塞
感
や
孤
独

感
か
ら
自
ら
を
内
省
し
て
処
世
を
考
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
自
ら
の
思

い
を
共
有
し
得
る
他
者
を
思
う
詩
、
更
に
は
未
来
に
お
い
て
他
者
と
自
ら
の
思

い
を
共
有
し
よ
う
す
る
詩
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
雨
」
を
聴
く
こ
と
を
信
頼
で
き
る
他
者
と
共
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、「
雨
」

を
聴
く
時
間
軸
を
現
在
や
過
去
だ
け
で
な
く
、
未
来
に
も
置
く
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
北
宋
の
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
は
、
か
か
る
系
譜

の
先
に
生
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
第
五
章
　
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」

　
　
　
　
（
一
）
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」
の
交
遊

　

因
み
に
、
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」
に
関
す
る
詩
は
、
彼
ら
の
生
涯
を

通
じ
て
繰
り
返
し
詠
ま
れ
、
応
酬
さ
れ
た
が
、
総
数
で
言
え
ば
、
蘇
軾
は
七
首
、

蘇
轍
は
五
首
の
作
を
詠
ん

（
（1
（

だ
。

・
蘇
軾
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩

　

①�

嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）
「
辛
丑
十
一
月
十
九
日
、
既
與
子
由
別
於
鄭
州

西
門
之
外
、
馬
上
賦
詩
一
篇
寄
之
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
）

　

②�

熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
「
子
由
將
赴
南
都
、
與
余
會
宿
於
逍
遙
堂
、
作

兩
絶
句
、
讀
之
殆
不
可
爲
懷
、
因
和
其
詩
以
自
解
。
余
觀
子
由
、
自
少
曠
達
、

天
資
近
道
、
又
得
至
人
養
生
長
年
之
訣
、
而
余
亦
竊
聞
其
一
二
。
以
爲
今

者
宦
游
相
別
之
日
淺
、
而
異
時
退
休
相
從
之
日
長
、
既
以
自
解
、
且
以
慰

子
由
云
」
其
一
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
五
）

　

③
熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
「
初
別
子
由
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
五
）

　

④�

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
「
予
以
事
繫
御
史
臺
獄
、
獄
吏
稍
見
侵
、
自
度

不
能
堪
、
死
獄
中
、
不
得
一
別
子
由
、
故
作
二
詩
授
獄
卒
梁
成
、
以
遺
子

由
二
首
」
其
一
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
九
）

　

⑤
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
「
初
秋
寄
子
由
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
二
）

　

⑥
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
「
感
舊
詩
幷
敍
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
十
三
）

　

⑦�

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
「
東
府
雨
中
別
子
由
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
十 

七
）

・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩

　

①�

熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）「
逍
遙
堂
會
宿
二
首
幷
敍
」
其
一
（
『
欒
城
集
』
巻
七
）

　

②�

元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
「
舟
次
磁
湖
、
以
風
浪
留
二
日
、
不
得
進
子
瞻
。

以
詩
見
寄
、
作
二
篇
答
之
。
前
篇
自
賦
、
後
篇
次
韻
」
其
一
（
『
欒
城
集
』

巻
十
）

　

③�

元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）「
後
省
初
成
直
宿
呈
子
瞻
二
首
」
其
二
（
『
欒
城
集
』

巻
十
四
）

　

④�

元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）「
五
月
一
日
同
子
瞻
轉
對
」（
『
欒
城
集
』
巻
十
五
）
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⑤�

元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）「
奉
使
契
丹
二
十
八
首　

神
水
館
寄
子
瞻
兄
四
絶
」

其
二
（
『
欒
城
集
』
巻
十
六
）

　

つ
ま
り
、
現
存
す
る
兄
弟
最
初
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
は
、
蘇
軾
の
「
夜
雨
對

牀
」
詩
の
①
で
あ
る
。
詩
題
に
「
辛
丑
十
一
月
十
九
日
、
既
與
子
由
別
於
鄭
州

西
門
之
外
、
馬
上
賦
詩
一
篇
寄
之
（
辛
丑
十
一
月
十
九
日
、
既
に
子
由
と
鄭
州

西
門
の
外
に
別
れ
、
馬
上
に
詩
一
篇
を
賦
し
て
之
に
寄
す
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）
十
一
月
、
蘇
軾
が
二
十
六
歳
、
蘇
轍
が
二
十
三
歳
の

と
き
、
蘇
軾
は
鳳
翔
府
簽
判
に
任
じ
ら
れ
て
任
地
に
赴
く
こ
と
に
な
り
、
蘇
轍

は
開
封
の
西
の
城
門
で
あ
る
新
鄭
門
ま
で
蘇
軾
を
見
送
っ
た
。
そ
こ
で
蘇
軾
か

ら
蘇
轍
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
因
み
に
、
蘇
轍
は
開
封
に
戻
り
、
父
で
あ

る
蘇
洵
（
字
は
明
允
、
号
は
老
泉
、
一
〇
〇
九
～
一
〇
六
六
）
の
面
倒
を
見
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
兄
弟
は
幼
い
頃
か
ら
父
の
薫
陶
を
受
け
て
勉
学
に

励
み
、
若
く
し
て
同
時
に
科
挙
に
及
第
し
た
が
、
こ
の
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）

の
別
れ
が
、
彼
ら
の
人
生
に
お
け
る
最
初
の
別
れ
で
あ
っ
た
。

　
　

不
飮
胡
爲
醉
兀
兀　
　

飲
ま
ざ
る
に
胡
為
ぞ
酔
ひ
て
兀
兀
た
る
、

　
　

此
心
已
逐
歸
鞍
發　
　

此
の
心 

已
に
帰
鞍
を
逐
ひ
て
発
す
。

　
　

歸
人
猶
自
念
庭
闈　
　

帰
人
す
ら
猶
ほ
自
ら
庭
闈
を
念
ふ
、

　
　

今
我
何
以
慰
寂
寞　
　

今 

我 

何
を
以
て
か
寂
寞
を
慰
め
ん
。

　
　

登
高
囘
首
坡
壟
隔　
　

高
き
に
登
り
て
首
を
回め

ぐ

ら
せ
ば 

坡
壟
隔
た
り
、

　
　

但
見
烏
帽
出
復
沒　
　

但
だ
烏
帽
の
出
で
て
復
た
没
す
る
を
見
る
。

　
　

苦
寒
念
爾
衣
裘
薄　
　

苦
寒 

爾な
ん
じの

衣
裘
の
薄
く
、

　
　

獨
騎
瘦
馬
踏
殘
月　
　

独
り
瘦
馬
に
騎の

り
て
残
月
を
踏
む
を
念
ふ
。

　
　

路
人
行
歌
居
人
樂　
　

路
人
は
行
歌
し 

居
人
は
楽
し
む
、

　
　

童
僕
怪
我
苦
悽
惻　
　

童
僕
は
我
の

は
な
は

苦
だ
悽
惻
な
る
を
怪
し
む
。

　
　

亦
知
人
生
要
有
別　
　

亦
た
知
る 

人
生
の

か
な
ら

要
ず
別
れ
有
る
を
、

　
　

但
恐
歲
月
去
飄
忽　
　

但
だ
恐
る 

歳
月
の
去
る
こ
と
飄
忽
た
る
を
。

　
　

寒
燈
相
對
記
疇
昔　
　

寒
燈 

相
ひ
対
し
て
疇
昔
を
記
し
、

　
　

夜
雨
何
時
聽
蕭
瑟　
　

夜
雨 

何い
づ

れ
の
時
に
か
蕭
瑟
た
る
を
聴
か
ん
。

　
　

君
知
此
意
不
可
忘　
　

君 

此
の
意
の
忘
る
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ば
、

　
　

愼
勿
苦
愛
高
官
職　
　

慎
し
み
て
苦
だ
高
き
官
職
を
愛
す
る
勿
か
れ
。

　

［
自
注
］
嘗
有
「
夜
雨
對
牀
」
之
言
、
故
云
爾
。

　
　
　
　
　

嘗
て
「
夜
雨
対
牀
」
の
言
有
り
、
故
に
爾し

か
云
ふ
。

　
　
　
　
　

蘇
軾
「
辛
丑
十
一
月
十
九
日
、
既
與
子
由
別
於
鄭
州
西
門
之
外
、

　
　
　
　
　
　
　
　

馬
上
賦
詩
一
篇
寄
之
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
）

　

一
句
目
か
ら
四
句
目
ま
で
は
、
都
に
戻
っ
て
行
く
蘇
轍
を
見
つ
め
な
が
ら
、

哀
し
み
を
深
め
る
様
子
が
、
五
句
目
か
ら
八
句
目
ま
で
は
、
そ
の
蘇
轍
が
孤
独

に
痩
せ
馬
に
騎
乗
し
て
寂
し
く
帰
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
九
句
目
か
ら

十
二
句
目
ま
で
は
再
び
蘇
軾
自
身
の
こ
と
で
あ
る
が
、
周
囲
と
対
比
さ
せ
な
が

ら
、
哀
し
み
の
原
因
を
見
つ
め
る
。
蘇
軾
は
、
「
人
生
の
要
ず
別
れ
有
る
」
こ

と
は
勿
論
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
歳
月
の
去
る
こ
と
飄
忽
た
る
」
こ

と
を
恐
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
蘇

軾
は
あ
る
昔
の
約
束
と
そ
れ
に
纏
わ
る
詩
を
思
い
出
す
こ
と
で
、
そ
の
別
れ
の

哀
し
み
か
ら
脱
却
す
る
。
そ
し
て
、
蘇
轍
に
対
し
て
、
将
来
に
は
高
き
地
位
に

執
着
す
る
こ
と
な
く
引
退
し
、
蘇
轍
と
隠
棲
し
た
い
と
呼
び
か
け
た
。
そ
の
約

束
が
、「
夜
雨 

何
れ
の
時
に
か
蕭
瑟
た
る
を
聴
か
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
蘇
轍
の
「
逍
遙
堂
會
宿
二
首
」
の
序
文

や
こ
の
蘇
軾
詩
の
自
注
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
纏
わ
る
詩
と
い
う
の
が
、
次
に

挙
げ
る
中
唐
の
韋
應
物
の
詩
で
あ
る
。

　
　

余
辭
郡
符
去　
　

余
は
郡
符
を
辞
し
て
去
り
、

　
　

爾
爲
外
事
牽　
　

爾
は
外
事
の
為
に
牽
か
る
。

　
　

寧
知
風
雪
夜　
　

寧
ん
ぞ
知
ら
ん 

風
雪
の
夜
、

　
　

復
此
對
牀
眠　
　

復
た
此
に
対
牀
し
て
眠
る
を
。
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始
話
南
池
飮　
　

始
め
に
話か

た

る 

南
池
の
飲
、

　
　

更
詠
西
樓
篇　
　

更
に
詠
む 

西
楼
の
篇
。

　
　

無
將
一
會
易　
　

一
会
を
将
て
易
き
と
す
る
無
か
れ
、

　
　

歲
月
坐
推
遷　
　

歳
月 

坐
ろ
に
推
遷
す
。

�

韋
應
物
「
示
全
眞
・
元
常
」
（
『
韋
應
物
集
校
注
』
巻

（
（1
（

三
）

　

こ
の
詩
は
、
韋
應
物
が
滁
州
刺
史
を
辞
め
た
と
き
、
外
甥
で
あ
る
沈
全
眞
と

趙
元
常
と
再
会
し
て
同
宿
し
た
。
そ
の
と
き
の
感
慨
を
詠
ん
だ
作
で
あ
る
。
職

を
辞
し
た
韋
應
物
と
異
な
り
、
若
い
外
甥
た
ち
は
世
俗
の
雑
事
に
追
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
度
同
宿
し
て
語
り
合
う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
叶
い
、
そ
こ

で
雪
の
夜
に
寝
床
を
並
べ
た
り
、
宴
会
や
詩
作
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
と
い
う
。

そ
の
上
で
、
韋
應
物
は
、
こ
の
再
会
は
得
難
い
も
の
で
あ
り
、
歳
月
は
何
と
は

な
し
に
推
し
流
れ
て
い
く
も
の
な
の
だ
か
ら
、
再
び
こ
う
し
た
楽
し
み
を
尽
く

せ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
結
ん
だ
。
実
は
、
こ
の
韋
應
物
詩
は
「
風
雪
の
夜
」

と
あ
る
よ
う
に
、
元
々
は
「
雨
」
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
韋
應
物
詩
は
、
歳

月
の
移
ろ
い
と
現
実
的
な
事
情
か
ら
、
若
い
外
甥
た
ち
に
一
期
一
会
の
重
み
を

示
そ
う
と
し
た
の
と
同
時
に
、
再
会
が
期
し
が
た
い
状
況
を
憂
え
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
し
か
し
、
蘇
軾
・
蘇
轍
は
お
そ
ら
く
敢
え
て
「
安
ん
ぞ
知
ら
ん 

風
雨
の
夜
、
復
た
此
に
対
床
し
て
眠
ら
ん
」
と
、「
雪
」
を
「
雨
」
に
変
換
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
韋
應
物
詩
を
「
雨
」
を
聴
く
詩
の
系
譜
の
中
の
一
首
と
見
な
し

た
の
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
彼
ら
は
「
夜
雨
對
牀
」
を
将
来
の
希
望
に
満
ち
た

約
束
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

蘇
轍
の
最
初
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
は
、
熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
秋
八
月
、

蘇
轍
三
十
九
歳
の
と
き
に
詠
ま
れ
た
「
逍
遙
堂
會
宿
二
首
」
で
あ
る
。
こ
の
半

年
前
の
熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
二
月
、
蘇
軾
は
知
徐
州
、
蘇
轍
は
南
京
留
守

簽
判
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
蘇
轍
は
蘇
軾
と
開
封
で
落
ち
合
い
、
七
年

ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
。
そ
の
ま
ま
兄
弟
と
も
に
徐
州
に
赴
き
、
四
月
に
徐
州

に
到
着
、
蘇
轍
は
百
余
日
徐
州
の
逍
遙
堂
に
滞
在
し
、
八
月
十
六
日
、
任
地
の

南
京
応
天
府
に
出
立
し
た
。
こ
の
出
発
間
近
の
頃
の
作
で
あ
る
。

　
　

逍
遙
堂
後
千
尋
木　
　

逍
遙
堂
後 

千
尋
の
木
、

　
　

長
送
中
宵
風
雨
聲　
　

長
く
中
宵 

風
雨
の
声
を
送
る
。

　
　

誤
喜
對
床
尋
舊
約　
　

誤
り
て
対
床
を
喜
び 

旧
約
を
尋
ぬ
る
も
、

　
　

不
知
漂
泊
在
彭
城　
　

漂
泊
し
て
彭
城
の
在
る
や
を
知
ら
ず
。

　
　

秋
來
東
閣
涼
如
水　
　

秋
東
に
来
た
れ
ば
閣
の
涼
し
き
は
水
の
如
く
、

　
　

客
去
山
公
醉
似
泥　
　

客
山
を
去
り
て
公
の
酔
ふ
こ
と
泥
に
似
た
り
。

　
　

困
臥
北
窗
呼
不
起　
　

北
窓
に
困
臥
し
て
呼
ぶ
も
起
き
ず
、

　
　

風
吹
松
竹
雨
淒
淒　
　

風
は
松
竹
に
吹
き
て
雨
は
淒
淒
た
り
。

�

蘇
轍
「
逍
遙
堂
會
宿
二
首
幷
敍
」
（
『
欒
城
集
』
巻

（
（1
（

七
）

　

こ
の
其
一
が
「
夜
雨
對
牀
」
の
関
連
詩
に
当
た
る
。
ま
ず
、
そ
の
場
所
と
時

間
が
示
さ
れ
、
逍
遙
堂
の
木
々
に
「
風
雨
」
が
鳴
る
そ
の
音
を
と
も
に
聴
い
て

い
る
、
即
ち
「
夜
雨
對
牀
」
し
て
い
る
様
子
が
詠
ま
れ
る
。
し
か
し
、
「
誤
喜
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
つ
か
の
間
の
こ
と
で
真
に
喜
ぶ
状
況
で
は
な
く
、
間

も
な
く
別
れ
の
時
が
や
っ
て
来
る
た
め
、
序
文
に
述
べ
た
「
早
に
退
き
て
、
閑

居
の
楽
を
為
す
」
と
い
う
、
昔
か
ら
の
約
束
を
果
た
す
の
は
一
体
何
時
に
な
る

の
か
、
現
在
居
る
彭
城
（
徐
州
）
の
位
置
さ
え
も
判
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
結
び
、
哀
し
み
を
深
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
続
け
て
其
二
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
其
二
は
、
蘇
轍
が
去
っ

た
後
の
蘇
軾
の
未
来
を
想
像
し
た
内
容
で
あ
る
。
即
ち
、
秋
が
深
ま
っ
て
寒
く

な
る
頃
、
「
客
」
た
る
蘇
轍
が
南
京
応
天
府
へ
行
く
た
め
に
再
び
別
れ
別
れ
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
徐
州
に
残
さ
れ
た
「
公
」
、
即
ち
蘇
軾
が
一
人
で
酔
い

伏
し
て
「
風
は
松
竹
に
吹
き
て
雨
は
淒
淒
」
た
る
音
を
聴
き
な
が
ら
、「
困
臥
（
憂

苦
し
て
眠
る
）
」
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
再
会
し
た
喜
び
が
大

き
い
分
、
こ
れ
か
ら
の
離
別
を
慨
嘆
す
る
こ
と
に
な
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
蘇
轍
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が
「
夜
雨
對
牀
」
の
約
束
を
か
み
し
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
蘇
軾
・
蘇
轍
の
詩
は
い
ず
れ
も
人
生
の
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
る

頃
で
は
な
い
た
め
、
彼
ら
は
「
夜
雨
對
牀
」
を
遠
い
未
来
の
こ
と
な
が
ら
実
現

可
能
な
願
い
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
人
生
が
流
転
す
る
こ
と
に

よ
り
、
「
夜
雨
對
牀
」
詩
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
二
）
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」
の
発
展

　

治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
正
月
の
神
宗
の
即
位
に
よ
り
、
神
宗
と
王
安
石

（
字
は
介
甫
、
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
に
よ
っ
て
新
法
に
よ
る
国
政
改
革
が

強
行
さ
れ
た
が
、
蘇
軾
・
蘇
轍
は
師
の
歐
陽
脩
（
字
は
永
叔
、
一
〇
〇
七
～

一
〇
七
二
）
ら
と
と
も
に
新
法
に
反
対
す
る
旧
法
党
に
属
し
た
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
以
後
の
彼
ら
は
度
々
左
遷
さ
れ
る
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

蘇
軾
の
大
き
な
挫
折
は
二
度
あ
る
。
一
度
目
が
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
起

こ
っ
た
所
謂
「
烏
台
詩
案
」
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
翌
年
か
ら
黄
州
安
置
に

処
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
二
度
目
が
晩
年
の
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
か
ら
嶺

南
の
恵
州
に
、
次
い
で
紹
聖
四
年
（
一
〇
九
七
）
に
は
海
南
島
に
流
謫
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
蘇
轍
も
同
時
期
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

か
か
る
時
期
に
詠
ま
れ
た
「
夜
雨
對
牀
」
詩
は
前
節
に
挙
げ
た
蘇
軾
の
「
夜
雨

對
牀
」
詩
の
④
と
⑦
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
以
外
の
「
夜
雨
對
牀
」
の
実

現
性
を
信
じ
て
い
た
頃
の
作
と
は
「
雨
」
を
聴
く
様
相
、
「
夜
雨
對
牀
」
に
対

す
る
思
い
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
、
知
湖
州
で
あ
っ
た
蘇
軾
が
、
朝
廷
誹
謗

の
罪
に
よ
り
、
七
月
二
十
八
日
捕
縛
さ
れ
、
八
月
十
八
日
に
御
史
台
に
投
獄
さ

れ
た
。
こ
の
筆
禍
事
件
が
「
烏
台
詩
案
」
で
あ
り
、
そ
の
拘
束
は
十
二
月
ま
で

続
い
た
。
そ
の
間
、
蘇
轍
は
南
京
留
守
簽
判
と
し
て
南
京
応
天
府
に
お
り
、
蘇

軾
の
家
族
を
保
護
し
て
い
た
。
当
時
、
蘇
軾
は
四
十
四
歳
、
蘇
轍
は
四
十
一
歳

で
あ
る
。
死
を
覚
悟
し
た
蘇
軾
は
、
獄
中
か
ら
蘇
轍
に
次
の
よ
う
な
詩
を
寄

せ

（
（1
（

た
。

　
　

聖
主
如
天
萬
物
春　
　

聖
主 

天
の
如
く
万
物
春
な
る
に
、

　
　

小
臣
愚
暗
自
亡
身　
　

小
臣 

愚
暗
に
し
て
自
ら
身
を

ほ
ろ
ぼ

亡
す
。

　
　

百
年
未
滿
先
償
債　
　

百
年 

未
だ
満
た
ず
し
て
先
づ
債
を
償
ひ
、

　
　

十
口
無
歸
更
累
人　
　

十
口 

帰
す
る
無
く
し
て
更
に
人
をわ

ず
ら
は

累
す
。

　
　

是
處
靑
山
可
埋
骨　
　

是い
た

る
処
の
青
山 

骨
を
埋
む
べ
し
、

　
　

他
年
夜
雨
獨
傷
神　
　

他
年
の
夜
雨 

独
り
神
を
傷い

た

ま
し
む
。

　
　

與
君
世
世
爲
兄
弟　
　

君
と
世
世
兄
弟
と
為
り
、

　
　

又
結
來
生
未
了
因　
　

又
た
来
生
未
了
の
因
を
結
ば
ん
。

　
　
　

�

蘇
軾
「
予
以
事
繫
御
史
臺
獄
、
獄
吏
稍
見
侵
。
自
度
不
能
堪
、
死
獄
中
、

不
得
一
別
子
由
。
故
作
二
詩
、
授
獄
卒
梁
成
、
以
遺
子
由
二
首
」
其
一

（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
九
）

　

即
ち
、
「
天
」
の
如
き
聖
君
に
よ
っ
て
「
万
物
」
が
「
春
」
の
頃
の
よ
う
に

恵
み
を
受
け
て
い
る
と
、
「
喜
雨
詩
」
の
よ
う
な
描
写
が
な
さ
れ
た
後
、
自
ら

の
行
状
に
よ
っ
て
身
を
滅
ぼ
し
た
現
状
を
述
べ
た
。
そ
れ
故
に
、
自
分
は
寿
命

よ
り
早
く
獄
死
す
る
た
め
に
、
先
立
た
れ
た
家
族
を
蘇
轍
に
委
ね
ざ
る
を
得
ず
、

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
詫
び
た
。
そ
し
て
、
「
是
る
処
の
青
山 

骨
を
埋
む
べ
し
、
他
年
の
夜
雨 

独
り
神
を
傷
ま
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ

れ
で
も
自
業
自
得
の
自
分
は
ど
こ
で
骨
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
て
も
良
い
と
す

る
が
、
残
さ
れ
た
蘇
轍
が
た
っ
た
一
人
で
「
夜
雨
」
の
音
を
聴
い
て
心
を
傷
め

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
。
こ
れ
は
二
年
前
に
蘇
轍
が
「
逍
遙
堂
會
宿
二

首
」
其
二
に
お
い
て
、
離
別
し
た
後
に
孤
独
に
雨
を
聴
く
蘇
軾
を
思
い
遣
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
た
内
容
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
蘇
軾
は
来
世
で
も
蘇
轍
と

兄
弟
に
な
り
た
い
と
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
見
え
る
「
未
了
の
因
」
と

は
「
夜
雨
對
牀
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
る
の
は
来
世
で
兄
弟
と
な
っ
た

と
き
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
前
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
と
は
異
な
り
、「
夜
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雨
對
牀
」
の
実
現
に
対
し
て
諦
め
が
見
え
る
。
そ
れ
で
も
蘇
軾
は
「
夜
雨
對
牀
」

の
約
束
を
一
人
で
偲
ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
未
来
の
蘇
轍
の
孤
独
を
、
詩
を
寄

せ
る
こ
と
で
慰
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
蘇
軾
は
死
罪
を
免
ぜ
ら
れ
、
黄
州
安
置
に
遷
さ
れ
た
。
蘇
轍
も
連

座
し
て
筠
州
に
左
遷
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
数
年
を
過
ご
し
た
。
そ
し
て
、
元
祐
年

間
（
一
〇
八
六
～
一
〇
九
三
）
に
は
政
治
情
勢
が
変
わ
っ
て
、
旧
法
党
が
政
権

を
執
っ
た
こ
と
か
ら
中
央
に
召
還
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
新
法
党
が
再

び
政
権
を
執
る
と
、
再
び
情
勢
が
変
わ
っ
た
。
旧
法
党
の
面
々
は
左
遷
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
勿
論
、
蘇
軾
と
蘇
轍
も
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
特
に
蘇

軾
に
は
厳
し
い
処
分
が
下
さ
れ
た
。
か
か
る
当
時
の
情
勢
や
彼
ら
の
年
齢
、
社

会
的
立
場
を
踏
ま
え
、
彼
ら
は
「
夜
雨
對
牀
」
の
実
現
を
諦
め
始
め
た
。

　

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
九
月
、
蘇
軾
五
十
八
歳
、
蘇
轍
五
十
五
歳
の
と
き

に
詠
ま
れ
た
蘇
軾
の
「
東
府
雨
中
別
子
由
」
詩
は
、
か
か
る
諦
念
が
窺
え
る
。

こ
の
詩
は
蘇
軾
の
七
首
あ
る
「
夜
雨
對
牀
」
詩
の
う
ち
最
後
に
詠
ま
れ
た
も
の

で
、
当
時
の
蘇
軾
は
定
州
へ
の
左
遷
が
決
定
し
て
い
た
。

　
　

庭
下
梧
桐
樹　
　

庭
下 

梧
桐
の
樹
、

　
　

三
年
三
見
汝　
　

三
年 

三
た
び

な
ん
じ

汝
を
見
る
。

　
　

前
年
適
汝
陰　
　

前
年 

汝
陰
に
適
き
、

　
　

見
汝
鳴
秋
雨　
　

汝
の
秋
雨
に
鳴
る
を
見
る
。

　
　

去
年
秋
雨
時　
　

去
年 

秋
雨
の
時
、

　
　

我
自
廣
陵
歸　
　

我 

広
陵
よ
り
帰
る
。

　
　

今
年
中
山
去　
　

今
年 

中
山
に
去
り
、

　
　

白
首
歸
無
期　
　

白
首 

帰
る
に
期
無
し
。

　
　

客
去
莫
歎
息　
　

客
去
り
て
歎
息
す
る
莫
れ
、

　
　

主
人
亦
是
客　
　

主
人
も
亦
た
是
れ
客
な
り
。

　
　

對
牀
定
悠
悠　
　

対
牀 

定
め
て
悠
悠
、

　
　

夜
雨
空
蕭
瑟　
　

夜
雨 

空
し
く
蕭
瑟
た
ら
ん
。

　
　

起
折
梧
桐
枝　
　

起
ち
て
梧
桐
の
枝
を
折
り
、

　
　

贈
汝
千
里
行　
　

汝
が
千
里
の
行
に
贈
ら
ん
。

　
　

歸
來
知
健
否　
　

帰
り
来
り
て
知
る 

健
な
る
や
否
や
、

　
　

莫
忘
此
時
情　
　

忘
る
る
莫
か
れ 

此
の
時
の
情
。

�

蘇
軾
「
東
府
雨
中
別
子
由
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
十
七
）

　

一
句
目
か
ら
八
句
目
ま
で
は
、
庭
先
の
雨
に
濡
れ
た
青
桐
と
共
に
、
自
分
の

人
生
を
振
り
返
る
。
九
・
十
句
目
で
、
自
ら
の
旅
人
の
よ
う
に
各
処
を
流
転
す

る
状
況
を
述
べ
、
十
一
・
十
二
句
目
に
「
対
牀 

定
め
て
悠
悠
、
夜
雨 

空
し
く

蕭
瑟
た
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
蘇
軾
・
蘇
轍
は
最
後
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
「
夜
雨
對
牀
」
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
蘇
軾
は
こ
の
後
に
遠
く
隔
た
っ

て
「
夜
雨
對
牀
」
が
果
た
さ
れ
な
い
孤
独
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
「
忘
る
る

莫
か
れ 

此
の
時
の
情
」
と
呼
び
か
け
た
。
か
か
る
苦
境
下
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
夜
雨
對
牀
」
の
思
い
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
、
彼
ら
兄
弟
の
繋
が
り
を
改
め
て

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
離
別
し
た
者
（
場
合
に
よ
っ
て
は
先
立
た
れ

た
者
）
の
生
き
る
希
望
と
な
る
。
そ
う
思
っ
て
蘇
軾
は
蘇
轍
に
こ
の
よ
う
に
訴

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
後
、
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
に
な
る
と
、
蘇
軾
は
嶺
南
の
恵
州
に
流

謫
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
蘇
轍
も
筠
州
に
流
さ
れ
、

紹
聖
四
年
（
一
〇
九
七
）
に
は
、
蘇
軾
は
海
南
島
の
儋
州
に
、
蘇
轍
は
嶺
南
の

雷
州
に
再
謫
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
、
哲
宗
崩
御

に
よ
る
恩
赦
に
よ
っ
て
北
帰
が
許
さ
れ
た
が
、
政
治
情
勢
か
ら
兄
弟
と
も
に
隠

棲
す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
そ
の
翌
年
の
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
七
月

二
十
八
日
、
蘇
軾
は
常
州
に
て
享
年
六
十
六
で
病
没
し
、
蘇
轍
は
そ
の
訃
報
を

潁
昌
府
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

翌
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
閏
六
月
二
十
日
、
蘇
軾
の
息
子
た
ち
は
、
蘇
軾

の
遺
体
を
潁
昌
府
の
隣
州
の
汝
州
郟
城
県
の
小
峨
嵋
山
の
山
麓
に
移
し
て
埋
葬

し
た
。
そ
こ
は
、
蘇
轍
が
用
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
は
二
度
目
の
祭
文
を
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書
い
た
際
に
、
蘇
軾
を
思
っ
て
次
の
よ
う
な
詩
を
付
し
た
。

　

…
嗚
呼
我
兄　
　

嗚
呼 

我
が
兄
、

　
　

而
止
斯
耶　
　

斯
に
止
む
る
や
。

　
　

昔
始
宦
游　
　

昔 

始
め
て
宦
游
せ
し
と
き
、

　
　

誦
韋
氏
詩　
　

韋
氏
の
詩
を
誦
す
。

　
　

夜
雨
對
床　
　

「
夜
雨
対
床
、

　
　

後
勿
有
違　
　

後
に
違た

が

ふ
こ
と
有
る
勿
か
れ
。

　
　

進
不
知
退　
　

進
み
て
退
く
を
知
ら
ざ
れ
ば
、

　
　

踐
此
禍
機　
　

此
の
禍
機
を
践
ま
ん
」
と
。

　
　

欲
復
斯
言　
　

斯
の
言
を
復
さ
ん
と
欲
す
る
も
、

　
　

而
天
奪
之　
　

而
し
て
天
之
を
奪
ふ
。

　
　

先
壟
在
西　
　

先
壟 

西
の
か
た
、

　
　

老
泉
之
山　
　

老
泉
の
山
に
在
り
。

　
　

歸
骨
其
旁　
　

骨
を
其
の
旁
に
帰
す
る
は
、

　
　

自
昔
有
言　
　

昔
よ
り
言
ふ
有
り
。

　
　

勢
不
克
從　
　

勢 

従
ふ
克あ

た

は
ず
、

　
　

夫
豈
不
懷　
　

夫
れ
豈
に
懐
は
ざ
ら
ん
や
。

　
　

地
雖
郟
鄏　
　

地
は
郟
鄏
と
雖
も
、

　
　

山
曰
峨
嵋　
　

山
は
峨
嵋
と
曰
ふ
。

　
　

天
實
命
之　
　

天 

実
に
之
を
命
ず
、

　
　

豈
人
也
哉　
　

豈
に
人
な
ら
ん
や
。

�

蘇
轍
「
再
祭
亡
兄
端
明
文
」
（
『
欒
城
後
集
』
巻
二
十
）

　

こ
の
詩
は
、
や
や
特
殊
な
形
態
で
あ
る
た
め
、
前
述
の
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」

に
関
す
る
詩
と
し
て
挙
げ
て
い
な
い
が
、
「
夜
雨
對
牀
」
詩
の
終
着
点
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
蘇
轍
は
、
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）
、
初
め
て
蘇
軾
と
離
別
し

た
と
き
、
と
も
に
韋
應
物
の
詩
を
朗
誦
し
た
こ
と
を
追
憶
し
た
。
そ
の
際
、
蘇

軾
か
ら
「
夜
雨
対
床
、
後
に
違
ふ
こ
と
有
る
勿
か
れ
」
と
、
「
夜
雨
對
牀
」
の

実
現
を
念
押
し
さ
れ
た
の
だ
が
、
結
局
、
天
が
蘇
軾
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
上
、
蘇
軾
の
遺
言
に
従
っ
て
、
そ
の
遺
骨
を
亡
父
蘇
洵
の
墓
の
あ
る
故
郷

の
山
に
帰
し
て
埋
葬
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
政
治
情
勢
か
ら
不
可
能
に

な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
次
善
の
策
と
し
て
、
故
郷
の
名
山
で
あ
る
「
峨
嵋
」
の
名
を
冠
す

る
山
麓
に
父
と
兄
の
墳
墓
を
隣
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
蘇
轍
は
泉
下
で
父

と
兄
に
従
い
な
が
ら
、
「
夜
雨
對
牀
」
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

実
際
、
こ
の
十
年
後
の
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
十
月
三
日
、
蘇
轍
が
享
年

七
十
四
で
歿
し
た
際
、
彼
も
そ
こ
に
葬
ら
れ

（
（1
（

た
。
こ
こ
か
ら
、
現
世
に
お
い
て

は
「
夜
雨
對
牀
」
を
果
た
せ
な
か
っ
た
兄
弟
の
悲
し
い
運
命
を
人
智
の
及
ば
な

い
「
天
」
の
定
め
た
も
の
と
俯
瞰
し
て
捉
え
つ
つ
、
な
お
「
夜
雨
對
牀
」
を
切

望
し
続
け
る
蘇
轍
の
思
い
が
見
て
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
終
わ
り
に

　

以
上
、
北
宋
の
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
の
「
夜
雨
對
牀
」
に
至
る
ま
で
の
各
時
代

に
お
け
る
「
雨
を
聴
く
詩
」
の
系
譜
を
辿
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
、
『
詩
経
』
の
「
風
雨
」
で
は
、
「
風
雨
」
は
実
景
の
描
写
で
あ
り
な
が

ら
、
世
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
の
暗
喩
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
「
雨
」

を
主
題
と
し
た
詩
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
六
朝
時
代
に
入
る
と
、
「
喜
雨
詩
」

と
「
苦
雨
詩
」
が
詠
ま
れ
て
定
型
化
し
た
。
「
喜
雨
詩
」
は
、
主
に
農
事
に
恵

み
を
も
た
ら
す
天
恩
と
し
て
の
「
雨
」
が
降
る
喜
び
を
、「
苦
雨
詩
」
は
、「
雨
」

が
降
り
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
行
旅
や
交
遊
が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
時
に
経
済
や
社

会
に
大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
苦
し
み
を
詠
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
東
晋
の
陶
淵
明
の
「
連
雨
獨
飮
」
を
端
緒
と
し
て
、
雨
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
孤
独
な
状
況
下
で
自
分
の
人
生
や
こ
れ
か
ら
の
処
世
を
見
つ
め
直

す
、
新
た
な
「
苦
雨
詩
」
が
生
ま
れ
、
発
展
し
て
い
っ
た
。
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盛
唐
に
お
い
て
は
、
「
喜
雨
詩
」
も
ま
た
定
型
か
ら
外
れ
、
そ
の
内
容
が
変

化
し
て
い
く
。
殊
に
、
農
事
に
言
及
せ
ず
、
情
景
か
ら
明
日
へ
の
希
望
を
暗
示

す
る
杜
甫
の
「
春
夜
喜
雨
」
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
六
朝
時
代
で
は
目

前
の
「
雨
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
過
去
を
顧
み
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
た

が
、
中
唐
以
後
に
は
「
雨
」
の
時
間
軸
が
未
来
に
も
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
、「
雨
」
を
聴
く
と
い
う
行
為
が
、
孤
独
に
自
省
す
る
個
人
的
な
営
み
か
ら
、

自
ら
の
憂
愁
や
展
望
を
親
し
い
人
物
と
共
有
す
る
営
み
へ
と
変
容
し
た
。
そ
の

先
鞭
を
付
け
た
の
が
中
唐
の
錢
起
の
「
夜
雨
寄
寇
校
書
」
で
あ
り
、
白
居
易
の

「
雨
中
招
張
司
業
宿
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
北
宋
の
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
に
よ
る
「
夜
雨
對
牀
」
詩
に
お
い
て
は
、

よ
り
遙
か
遠
い
未
来
の
「
雨
」
を
も
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
が
詠
ん
だ
計

十
二
首
の
「
夜
雨
對
牀
」
詩
を
辿
っ
て
い
く
と
、
様
々
な
時
間
軸
に
お
い
て
兄

弟
で
「
雨
」
を
聴
く
こ
と
を
共
有
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
判

る
。
但
し
、
「
乃
相
約
早
退
、
爲
閑
居
之
樂
（
乃
ち
早
に
退
き
て
、
閑
居
の
楽

を
為
す
こ
と
を
相
ひ
約
す
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
々
の
「
夜
雨
對
牀
」
は
、

と
も
に
隠
棲
し
、
寝
床
を
並
べ
て
「
雨
」
を
聴
く
楽
し
い
未
来
を
想
像
し
な
が

ら
、
そ
の
約
束
を
確
認
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
典
拠
が
中
唐
の
韋

應
物
が
詠
ん
だ
「
示
全
眞
・
元
常
」
詩
の
「
寧
知
風
雪
夜　

復
此
對
牀
眠
（
寧

ん
ぞ
知
ら
ん 

風
雪
の
夜
、
復
た
此
に
対
牀
し
て
眠
る
を
）
」
と
い
う
詩
句
で
あ

り
、
彼
ら
が
そ
れ
に
共
感
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
韋
應
物
の
詩

句
を
敢
え
て
「
雪
」
か
ら
「
雨
」
に
読
み
変
え
た
こ
と
か
ら
、
蘇
軾
・
蘇
轍
は
、

上
述
の
「
雨
」
を
聴
く
詩
の
系
譜
の
一
首
と
し
て
、
こ
の
韋
應
物
詩
を
見
な
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
未
来
に
お
け
る
「
對
牀
」
を
悲
観
す
る
韋
應
物
詩

の
内
容
と
は
異
な
り
、
時
に
別
れ
の
際
に
慨
歎
し
な
が
ら
も
彼
ら
は
い
つ
か
は

叶
え
ら
れ
る
と
楽
観
視
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
政
治
情
勢
か
ら
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
夜
雨
對
牀
」
は
果
た
さ
れ
ず
、

蘇
轍
は
蘇
軾
に
先
立
た
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
間
、
と
も
に
隠
棲
す
る
未
来
の
望

み
が
完
全
に
失
わ
れ
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
蘇
軾
は
そ
の
約
束
し
た
と
き
の
思

い
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
言
い
聞
か
せ
る
内
容
の
詩
を
蘇
轍
に
寄
せ
、
蘇
轍
も
蘇

軾
の
死
後
に
墳
墓
を
並
置
し
、
そ
れ
が
叶
う
よ
う
に
計
ら
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
、
「
夜
雨
對
牀
」
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
苦
境
下
に
あ
っ

て
も
、
ま
た
、
一
方
が
死
去
し
た
と
し
て
も
、「
雨
」
を
聴
く
行
為
そ
の
も
の
が
、

兄
弟
の
絆
の
象
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

【
注
】

　

（1）�　

蘇
轍
の
詩
に
つ
い
て
は
『
蘇
轍
集
』
（
全
四
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
を

底
本
と
し
、
ま
た
、
諸
本
を
参
照
し
て
適
宜
改
め
た
。

　

（2）�　

幸
田
露
伴
「
蘇
東
坡
と
海
南
島
」
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
『
改

造
』
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
『
露
伴
全
集
』
第
十
五
卷
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八

年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
本
論
で
は
、
幸
田
露
伴
『
太
公
望
・
王
羲
之
』
（
新
潮
文
庫
、

一
九
九
四
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

　

（3）�　

矢
島
美
都
子
「
豐
作
を
言
祝
ぐ
詩
―
「
喜
雨
」
詩
か
ら
「
喜
雪
」
詩
へ
―
」（
『
日

本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
九
集
、
一
九
九
七
年
）
。
六
朝
時
代
の
詩
は
、
矢
嶋
氏
の

論
攷
を
参
照
し
つ
つ
、
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
（
上
・
中
・
下
）
』
（
中
華

書
局
、
一
九
八
三
年
）
を
基
に
算
出
し
た
。

　

（4）�　

『
陶
淵
明
集
』
（
中
華
再
造
善
本
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
。

　

（5）�　

陶
淵
明
「
連
雨
獨
飮
」
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
主
に
二
説
が
あ
り
、
一
つ
は
元

興
三
年
（
四
〇
四
）
、
陶
淵
明
四
十
歳
の
作
（
興
寧
三
年
（
三
六
五
）
生
ま
れ
）

と
す
る
説
で
あ
る
。
田
部
井
文
雄
・
上
田
武
『
陶
淵
明
集
全
釈
』
（
明
治
書
院
、

二
〇
〇
一
年
）
、
松
枝
茂
夫
・
和
田
武
司
『
陶
淵
明
全
集
（
上
・
下
）
』
（
岩
波
文

庫
、
一
九
九
〇
年
）
、
岡
村
繁
『
陶
淵
明　

世
俗
と
超
俗
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
八
四
年
）
等
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
説
は
、
義
熙
三
年
（
四
〇
七
）
、

陶
淵
明
五
十
六
歳
の
作
（
永
和
八
年
（
三
五
二
）
生
ま
れ
）
と
す
る
説
で
、
袁
行
霈

『
陶
淵
明
詩
箋
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
、
伊
藤
直
哉
「
「
連
雨
獨
飮
」
そ
の

他
―
―
陶
淵
明
詩
に
關
す
る
ノ
ー
ト
」（
『
櫻
美
林
大
學
中
國
文
學
論
叢
』
第
十
八
号
、
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一
九
九
三
年
）
等
に
見
え
る
。
陶
淵
明
の
生
年
も
状
況
も
異
な
っ
て
お
り
、
前
者
の

説
が
有
力
で
あ
る
。

　

（6）�　

陶
淵
明
「
歸
去
來
兮
辭
」
（
『
陶
淵
明
集
』
巻
五
）
。
ま
た
、『
文
選
』
巻
四
十
五
に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

（7）�　

『
全
唐
詩
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
。
唐
代
の
詩
は
、

（3）
の
矢
島
氏
と

（11）
の

加
納
氏
の
論
攷
を
参
照
し
つ
つ
、
『
全
唐
詩
』
を
基
に
算
出
し
た
。

　

（8）�　

錢
起
は
「
雨
」
を
詩
題
と
す
る
作
を
十
五
首
詠
ん
で
お
り
、
彼
の
詩
に
つ
い
て
は

『
錢
考
功
集
』（
四
部
叢
刊
正
編
33
）
を
底
本
と
す
る
。
以
下
、「
蘇
端
林
亭
對
酒
喜
雨
」

（
『
錢
考
功
集
』
巻
五
）
を
挙
げ
る
。

　
　
　

小
雨
飛
林
頂　
　

小
雨 

林
頂
に
飛
び
、

　
　
　

浮
涼
入
晚
多　
　

浮
涼 

晚
に
入
る
こ
と
多
し
。

　
　
　

能
知
留
客
處　
　

能
く
知
る 

客
を
留
ま
ら
せ
し
処
、

　
　
　

偏
與
好
風
過　
　

偏
く
好
風
と
過
る
。

　
　
　

濯
錦
翻
紅
蘂　
　

錦
を
濯
ひ
て
紅
蕊
翻
り
、

　
　
　

跳
珠
亂
碧
荷　
　

珠
を
跳
し
て
碧
荷
に
乱
る
。

　
　
　

芳
罇
深
幾
許　
　

芳
罇 

深
き
こ
と
幾
許
ぞ
、

　
　
　

此
興
可
酣
歌　
　

此
の
興 

酣
歌
す
べ
し
。

　

（9）�　

『
杜
詩
詳
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
。

　

（10）�　

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
ノ
ー
ト
』
（
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
。
こ
の
書
籍
は
、
創

元
社
で
一
九
五
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

（11）�　

加
納
留
美
子
「
夜
雨
對
牀
―
蘇
軾
兄
弟
を
繫
い
だ
も
の
―
」（
『
日
本
中
国
学
会
報
』

第
六
十
一
集
、
二
〇
〇
九
年
）
。

　

（12）�　

那
波
本
『
白
氏
文
集
』
（
平
岡
武
夫
・
今
井
清
編
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
全
三

冊
の
う
ち
下
冊
に
所
収
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
。

　

（13）�　

『
李
義
山
詩
集
』
（
四
部
叢
刊
正
編
37
）
。

　

（14）�　

川
合
康
三
『
李
商
隠
詩
選
』
（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
。

　

（15）�　

蘇
軾
の
詩
に
つ
い
て
は
『
蘇
軾
詩
集
』
（
全
八
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）

を
底
本
と
し
、
ま
た
、
諸
本
を
参
照
し
て
適
宜
改
め
た
。

　

（16）�　

『
韋
江
州
集
』
（
四
部
叢
刊
正
編
33
）
。
こ
の
詩
に
は
、「
元
常
、
趙
氏
生
」
と
い
う

題
自
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

（17）�　

蘇
軾
は
こ
の
蘇
轍
詩
に
対
し
て
「
子
由
將
赴
南
都
、
與
余
會
宿
於
逍
遙
堂
、
作
兩

絶
句
。
讀
之
殆
不
可
爲
懷
。
因
和
其
詩
、
以
自
解
。
余
觀
子
由
、
自
少
曠
達
、
天
資

近
道
、
又
得
至
人
養
生
長
年
之
訣
、
而
余
亦
竊
聞
其
一
二
。
以
爲
今
者
宦
游
相
別
之

日
淺
、
而
異
時
退
休
相
從
之
日
長
。
既
以
自
解
、
且
以
慰
子
由
云
（
子
由
将
に
南
都

に
赴
か
ん
と
し
、
余
と
逍
遙
堂
に
会
宿
し
、
両
絶
句
を
作
る
。
之
を
読
む
に
殆
ど
懐

を
為
す
べ
か
ら
ず
。
因
り
て
其
の
詩
に
和
し
、
以
て
自
ら
解
く
。
余
子
由
を
観
る
に
、

少
き
よ
り
曠
達
に
し
て
、
天
資
道
に
近
く
、
又
た
至
人
の
養
生
長
年
の
訣
を
得
、
而

し
て
余
も
亦
た
窃
か
に
其
の
一
二
を
聞
け
り
。
以
為
ら
く
今
は
宦
游
し
て
相
ひ
別
る

る
の
日
浅
く
、
而
も
異
時
退
休
相
ひ
従
ふ
の
日
長
か
ら
ん
と
。
既
に
以
て
自
ら
解
き
、

且
つ
以
て
子
由
を
慰
め
ん
と
し
て
云
ふ
）
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
五
）
と
い
う
詩
を

詠
ん
だ
。
以
下
、
詩
の
原
文
と
訓
読
を
挙
げ
る
。

　
　
　

別
期
漸
近
不
堪
聞　
　

別
期 

漸
く
近
く
し
て 

聞
く
に
堪
え
ず
、

　
　
　

風
雨
蕭
蕭
已
斷
魂　
　

風
雨 

蕭
蕭
と
し
て 

已
に
魂
を
断
つ
。

　
　
　

猶
勝
相
逢
不
相
識　
　

猶
ほ
勝
る 

相
ひ
逢
ひ
て
相
ひ
識
ら
ず
、

　
　
　

形
容
變
盡
語
音
存　
　

形
容 

変
じ
尽
し
て 

語
音 

存
す
る
に
。

　
　
　

但
令
朱
雀
長
金
花　
　

但
だ
朱
雀
を
し
て 

金
花
を
長
ぜ
し
め
よ
、

　
　
　

此
別
還
同
一
轉
車　
　

此
の
別
れ 

還
た
一
転
車
と
同
じ
か
ら
ん
。

　
　
　

五
百
年
間
誰
復
在　
　

五
百
年
間 

誰
か
復
た
在
ら
ん
、

　
　
　

會
看
銅
狄
兩
咨
嗟　
　

会
ず
銅
狄
を
看
て 

両
に
咨
嗟
せ
ん
。

　
　

詩
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
深
く
悲
し
む
蘇
轍
を
慰
め
励
ま
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

（18）�　

こ
の
蘇
軾
詩
の
其
二
は
獄
中
の
自
ら
の
状
況
と
残
さ
れ
る
家
族
に
思
い
を
巡
ら

せ
な
が
ら
、
死
後
の
こ
と
を
蘇
轍
に
依
頼
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
其
二

の
原
文
と
訓
読
も
、
以
下
に
挙
げ
る
。

　
　
　

柏
臺
霜
氣
夜
淒
淒　

柏
台
の
霜
気 

夜
淒
淒
た
り
、

　
　
　

風
動
琅
璫
月
向
低　
　

風
琅 

璫
を
動
か
し
て 

月 

低
き
に
向
ふ
。
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夢
繞
雲
山
心
似
鹿　
　

夢
に
雲
山
に
繞
り
て 

心 

鹿
に
似
た
り
、

　
　
　

魂
驚
湯
火
命
如
雞　
　

魂
は
湯
火
に
驚
き
て 

命 

雞
の
如
し
。

　
　
　

眼
中
犀
角
眞
吾
子　
　

眼
中
の
犀
角 

真
に
吾
子
た
り
、

　
　
　

身
後
牛
衣
愧
老
妻　
　

身
後
の
牛
衣 

老
妻
に
愧
づ
。

　
　
　

百
歲
神
游
定
何
處　
　

百
歳
の
神
游 

定
め
て
何
れ
の
処
ぞ
、

　
　
　

桐
郷
知
葬
浙
江
西　
　

桐
郷
知
る 

浙
江
の
西
に
葬
る
を
。

　

（19）�　

三
蘇
墳
は
現
在
の
河
南
省
平
頂
山
市
郟
県
に
あ
り
、
真
ん
中
に
蘇
洵
の
衣
冠
塚
、

左
右
に
蘇
軾
・
蘇
轍
の
墳
墓
が
並
ん
で
い
る
。

※�

本
論
は
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
に
提
出
さ
れ
た
小
谷
優
瑠

の
令
和
三
年
度
卒
業
論
文
「
雨
を
聴
く
詩
の
系
譜　

―
六
朝
か
ら
北
宋
ま
で

―
」
を
基
に
、
指
導
教
員
で
あ
る
原
田
愛
が
増
補
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


